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水魚交

月夜堂







このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。

疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

ご理解の上、ご了承下さいませ。
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１




　慌ただしい午前の外来診療、最後の患者が診察室を出た瞬間、聖愛会医科大学附属病院の各診察室は、外の薬局や精算窓口待合いフロアのざわめきと打って変わった静けさを取り戻す。

　ナース達が検査器具の片づけをしたり、カルテの整理をする音だけが、診察室の中に小さく響く。

　ココンとノックされると同時に産婦人科二診の薄いドアが開いて、隣の三診の医師、富永が顔を覗かせた。

「橘高きったかぁ、昼飯、行こうぜ」

「あー、うん、ちょっと待って。これ書いてしまうから」

　橘高良治きったかよしはるは検査結果の帰ってきたカルテをペンの先で示した。

「いいよ。じゃ、医局にいるよ。今日は外、行こうぜ」

「ん？　外？」

　橘高はカルテに書き込みながら言ったが、富永はもう行ってしまった後だった。







　橘高と富永は産婦人科学教室入局の日に出会った。

　私立の聖愛会医大は裕福な家庭の子弟がほとんどで、学生達の間にはライバル云々といった殺伐とした雰囲気はない。橘高はのんびりとそんな同級生たちと学生生活を送り、そのまま母校の附属病院に残った。

　一方、富永はごく普通のサラリーマン家庭に育ち、地方の国立大学を卒業後、地元の聖愛医科大学を研修先に選んだ。覚悟をしていたものの、価値観の違う人種ばかりの中で、戸惑うことが多かった。

　そんな富永に細かく色々教えてくれ、何となくウマが合ったのが聖愛会医大でもとびきりのお坊ちゃんの橘高だった。

　それ以来、十数年余り同僚兼親友のつきあいだ。







「すまん、富さん、遅くなった！」

　橘高が医局に入ると富永はもう着替えており、デスクで学会雑誌を開けていた。海外の文献を読んでいるのだろう、富永は辞書に手を伸ばした。

「今日は四時のＣ・Ｃ（クリニカル・カンファレンス）までに帰ってきたらいいだろう？　たまには外でランチしようぜ」

　のびきったカップラーメンをすすっている研修医達が「外でランチ」という優雅な一言に恨めしそうな顔をしている。

「三時から病棟で内科との患者引継の約束があるんだ。一時間ほどしかないけど、いいかな」

　白衣をロッカーのハンガーに律儀にかけ、橘高がジャケットを羽織った。

「どこ行くの？」

「久留美くるみさんの店」

「ああ、忘れてた……リニューアルの案内もらったのに祝いもしてない……」

「俺も。行く暇なかなかなくってさ。橘高と一緒なら顔も出しやすい」

「僕も助かる。花でも買っていく？」

　病院の門から出て、信号待ちの間、横断歩道の先にある花屋を指した。

「……橘高ぁ……お前が女にモテる理由はそれか……。花……ねえ」

　富永が笑いながら店頭に飾ってある大きな花束を手に取った。

「久留美さんにはこっちが似合うよ」

　橘高は小ぶりながら可憐な花束に取り替え、支払いを済ませた。

　五分ほど歩くと住宅街のマンションの一階にカフェレストラン『くるみ』が見えた。

「へえ……オープンテラスを作ったんだ」

「いい雰囲気じゃん」

　橘高と富永は店全体を眺めていると、中から女性が手を振って出てきた。

「富永先生、橘高先生！　ようこそ」

「久留美さん、ご無沙汰しています」

「あら、ありがとう……嬉しい」

　花を渡されて、三十代半ばの彼らより少し年上の久留美は少女のような笑顔を見せた。

　この店「くるみ」は、病院栄養士出身の久留美が営んでおり、自然食中心のメニュー構成だ。

「今日はお天気がいいからテラスになさる？……わけないわね。顔とお困りよね」

　大学病院にほど近い場所では学生や患者に遭遇する確率が非常に高い。ふたりがそれを嫌っていることを久留美は承知していた。加えて富永は最近、専門の不妊と近頃関心の高まり始めた女性の尿失禁についてテレビの奥様番組で解説したところ、その日のうちから病院の電話は鳴りっぱなし、次の日から外来は満員となり、他のテレビ番組や雑誌から取材がひっきりなしに申し込まれるようになった。

　それは、たくましい体つきに整った顔立ちという富永の風貌によるところも大きい。

　長身痩躯に穏和な顔を載せているノーブルな橘高と並んで歩くと人目を引きやすい。ふたりとも女性相手の診療科のせいか、物腰が柔らかく、優しいイメージが漂う。

「厨房に近くなって少しうるさいけど、奥のテーブルにどうぞ」

　久留美が言うと、すっとギャルソンが富永を入口を背にする席に案内した。







「お前、ちゃんとしたメシ食ってないだろ」

「……いや…まあ……。食べてはいるよ。家に帰れば用意してあるからね……」

　橘高は苦笑した。

「お手伝いさん、変わんねえの？」

　サラダを食べて「うまい」と富永が厨房の久留美に親指を立てて見せた。

「ああ……実家から派遣されてくるから仕方ない」

「橘高家ならお抱えシェフとかそういうのいるんだろ？　料理専門の人に来てもらうのはだめなのか？」

「うちは母が料理好きだから母が作ることが多いよ。それに、いつ帰れるかわからない人間のために料理専門のお手伝いさんなんてもったいない」

「なにケチくさいこと言ってんだよ。金持ちってのはそういうところがセコイんだ。中高年、熟年層の雇用促進と思えばいいんだよ」

「合理的って言ってくれないか。一人で充分だよ。ばあやが一人来てくれてるだけでももったいないと思ってるのに」

「ああ、もったいないね。あのだだっ広いマンション！　税金対策か？　嫁をもらう気もないのに……お、すまん」

「……いや、いいよ。本当だ」

　病院で橘高がゲイだと知っているのは、ゲイではない富永だけだ。







　現在、橘高はマンションで一人暮らしをしている。断っているにもかかわらず、無理矢理、実家から家事一切を行う「ばあや」が派遣されている。

　橘高は人に話すときは「お手伝いさん」と言い換えているが、橘高家では年のいった身の回りの手伝いの者は、全て昔から「ばあや」と呼ばれてきたため、彼は時々口を滑らせることがある。

　富永が聖愛医大に来て驚いたことの一つは、ハウスキーパーがいるのが当たり前という家庭環境で育った者が多いことだった。

　最初、橘高がつるりと「ばあや」と言ったとき、医局で大笑いしたら、聖愛医大出身の他の医員達がきょとんとした。さらに、尊敬しているオーベン指導医師が「僕はねえやと呼んでいたし、いまだに両親のことはパパとママだ」と当たり前のように言ったので、富永はしばらく立ち直れなかったことがある。

　橘高の今のばあやは半年前に交代した。

　彼女は橘高が病院にいる間に来て帰るので、顔を合わせることはほとんどない。

　掃除洗濯と、橘高が食べようと食べまいと夕食を作って帰るのが仕事だ。しかし、彼女の味覚は橘高と全く合わない…というより、彼女の味覚と合う人間を探す方が難しいかも知れない。

　調味料は揃っているのに、どの料理も塩か砂糖の単体の味しかしない。出汁の入っていない味噌汁は当たり前、炒め物の青菜は茶色になるまでぐったりしており、しょうゆ味のみの煮物はいつもくずれていて、原型を留めているものにお目にかかったことがない。頼みの綱は、水と米を入れるだけでご飯が出来るはずの炊飯器だが、せっかくの新米コシヒカリを備蓄古々米並に変える。ばあやは、どこで習得したのかそんな技を使えるのだった。

　実家に申し入れをしたこともあったが、強くは言わなかった。

　人に作ってもらった食物に文句をつけるのは失礼に当たると、橘高はずっと何も言わずにいたのだが、あまりの味に耐えかねて一度だけ富永に愚痴ってしまったことがあった。

　超お坊ちゃん育ちの割に、普段から我が儘や文句を言うことがない彼が真剣な顔をして言ったため、富永は笑うに笑えず余程のことだと察していた。







　ギャルソンが富永にペンネを、橘高にスパゲティを運んできた。

　一口食べた瞬間、富永は「うん、うまい！」と頷いたが、橘高は黙っていた。しばらく何も言わない橘高の表情を富永は伺っていた。それに気づくと橘高が小さく尋ねた。

「そこから厨房の中、見える？」

　橘高は厨房を背にしている。

「見えるよ。丸見え。アイドル並の今風の男の子ばかり何人か」

　富永がにやっと笑った。

「違うよ……そんなんじゃない。もしかして、うちのばあやがいるのかと思ったんだ」

「え？」

「いや、いい。なんでもない、気にしないで」

　橘高はハーブのソースにくるくるとスパゲティを絡ませて一息に口に入れた。

「……もしかして、それ、まずい……？」

「………いや…慣れてる……」

　そう言いながら橘高はグラスの水で流し込んでいる。

「俺のはうまいよ……？　それ、一口いい？」

　有無を言わさず、富永はフォークを橘高の皿にのばした。

「う……うえっ。なんだこれ」

　味を確かめた途端、富永は紙ナプキンに吐き出した。

「橘高……お前、よく我慢してるな。もう食わなくていいよ。別の料理に替えてもらおう」

「いや、もう時間もないし、いいよ。大丈夫」

「ここはさ、レストランなんだぜ？　言わなきゃ」

「他の店でならそうしてるよ。でも、久留美さんに悪いよ。これはこんな味付けかも知れないじゃないか」

「いや……その味はあんまりだと思うぜ……。見捨てないでやれよ」

　そう言うと、富永はひょいと手を挙げた。

「……どうかなさった？」

　久留美がにこやかにやって来た。

「久留美さん……」

　困り顔の橘高に構わず、富永がフォークを持ってくるようにギャルソンに指示した。

「久留美さん、これ、味見して」

「えっ……？」

「いいから、構わないから。失礼と思わないで、味見して」

　ふたりの様子に久留美は真剣に「…失礼いたします」と一礼してソースの味を確かめた。

　彼女は厳しい表情で一瞬、奥の厨房を睨んだ。中のギャルソンたちが凍り付く気配が橘高の背中に伝わった。

「申し訳ございません。すぐに新しいものをご用意いたします」

「あ、じゃあ、これ、この味付けじゃないんだ……よかった」

「何が良かったんだよ」

「いや……久留美さんのご自慢の味がこれじゃなくて良かったと思ってさ」

　のんびりと笑う橘高に久留美は深々と頭を下げた。

「橘高先生、かばって下さってありがとうございます。せっかく来ていただいたのに、ごめんなさい」

「お前、とことん食い物についてないな……。俺のはとっても美味かったですよ」

　富永は自分のペンネをしっかり食べ終わった。

「久留美さん、もう帰らなきゃ。残してごめんね」

「先生、あとで医局にお弁当お届けします」

　支払いをしようとする彼らの手を久留美は押しとどめた。







　病院近くに戻ってきた彼らをギャルソン姿の青年が追いかけてきた。

「あ、あのっ！　お客様！」

「はい？」

　息を切らしながらも青年はまっすぐ橘高に向き合った。

「先ほどは大変失礼いたしました。私、『くるみ』の海津かいづと申します」

　きっちりと礼をして彼が頭を上げると、橘高が微笑んだ。

「あの……私、店長のレシピを見間違えて、ハーブの種類と量を取り間違ってしまったんです」

　富永が「薬剤師には向かないな」と聞こえよがしに呟くのを、橘高は苦笑して聞き流した。

「気にしないで下さい。それより、僕以外のお客様にはしないで下さいね」

　てっきり怒っているとばかり思っていたので、海津は少し拍子抜けした。

「はい。ご不快な目にあわせてしまって申し訳ございませんでした」

　海津はもう一度、頭を下げた。

「俺でなくてよかったな、海津君。俺なら、『ちゃぶ台ひっくり返し』くらいやっちゃうぞぉ」

　富永に小さな子どもを脅かすような言い方をされて、海津はちょっと首をすくめ、ほっとした表情をした。

　その仕草が今の富永のおどけた口ぶりとうまく同調していた。咄嗟にその場の空気を捉えて反応するセンス。短くカットした黒髪に縁取られた卵形の輪郭の顔に、アーモンド型の目と眼鏡。右耳に塞がりかけたピアスホール。行儀良く並んだ歯。弾む息を抑えるため胸に当てた手には、節の目立たないすんなり伸びた指がついている。

……それだけを橘高は見て取った。




２




「橘高先生、堀之内先生がお待ちですよ」

　教室から病棟に向かう途中、すれ違いざまにナースに言われ、慌てて橘高が産婦人科病棟の医局に約束の三十秒遅刻で飛び込むと、糖尿病代謝内科の堀之内医師は検査データをチェックしていた。

　橘高は、昨日開業医から紹介入院してきた子宮筋腫の患者の様子がどうもおかしいので検査を行うと目を疑うような血糖値が検出され、糖尿病が疑われた。今日の午前のうちに糖尿病代謝内科に依頼していたのだ。

「すみません！　お待たせしました」

「いえ、私も来たところです。勝手に見せてもらってますよ」

　堀之内は橘高より二学年上の第一内科講師だ。学生時代からずば抜けて頭が良く、現在も学会では国内外で評価が高い。

「堀之内先生にいらしていただけるとは光栄です」

「何をおっしゃいますやら……っと、おやおや……この数値は……？」

　堀之内はデータシートをパシンとはじいた。

「そうなんですよ……。民間療法で長期に渡って……正確には二年三ヶ月、成分不明な薬物を服用していました。ダイエット漢方薬と婦人薬だと本人は言っていますが……ラボに分析を頼んでいます」

「この肝機能の異常値はそのせいかなあ……？　怪しげな痩せ薬だと困りますねえ。婦人薬って……何を対象にしてるつもりなんだろう」堀之内は肩をすくめて続けた。「筋腫はどのくらいの大きさですか？」

「僕の握り拳二つ分くらいは……」

　橘高が両手を握り、突き出して見せると、堀之内は片手を大きく開き、まず橘高の拳の前に出し、右の拳を包み込み、笑った。

「グーにはパーで勝てますね」

「そんなことすると、ハサミで切っちゃいますよ」

　橘高は左手をチョキの形にし、対抗した。

　いい年をした大の男がふたりも揃って手遊びしている様子を見て、研修医達が目を丸くした。が、次の会話で彼らの意図を知った。

「そうやって、筋腫も切っちゃいますか？」

「ええ……温熱療法で縮小温存出来る大きさではないですし、お子さんも大きいですしね。できれば子宮ごと摘出を……」

「内視鏡でやるにしても、この数値でオペはリスクが高いですね。よし、まず、患者訪問といたしましょうか」

「お願いします」

　研修医の吉川が「僕がご案内します」とドアを開けた。彼らが出ていくと、残った研修医達が一斉に息を吐いた。

「はー！　緊張したーっ！」

「やっぱ、スゴイわ、堀之内先生。なんだかさ、なんて言うの？　オーラってやつ？　立ってるだけで切れ者って感じだよね」

「格好いいしね……あ、もちろん、橘高先生や富永先生もかっこいいですよ！」

　口々にさえずる彼らに苦笑しながら橘高が言った。

「実は僕も緊張してたんだ」

「えー？　何でですかあ？　あんなことやってらしたのに」

　ひとりがグーとパーの手をしてみせた。

「そんなことより、君たち四時からのカンファレンス、用意できてるの？」

「はーい」研修生達が合唱し、資料のコピーに走った。

　橘高が緊張していたのは本当だった。手が重ねられたとき、心拍数が跳ね上がったのを自覚した。

　かつて橘高は告白することのない想いを堀之内に抱いていた。







　橘高の父親は代々医師の家系で、病院を持っている。母親の実家は公卿の出で、元華族の一条公爵家から嫁いできた。

　橘高はまるで興味はなかったし、両親も特に何も言うことはなかったが、母方の一条家の祖母は家柄にうるさい。大学入学と同時に強制的に元華族の団体が主催するパーティーに出席させられた。それは、大学生以上の子息令嬢が集まるものだった。

　父の病院にもこの団体の患者が多く、特別室の常連だ。

　橘高には八歳上の兄がおり、既に医師として働いていた。父の病院を継ぐのは兄だ。

　今回は当直を口実に欠席していたが、兄もパーティーにはほとんど毎回出ていた。社交的な彼は、そつなく場をこなしていたのだろう、どこかのご令嬢と流した浮き名は弟にも聞こえていた。

「華族の名にしがみつくなんてバカらしい……」

　何事にも素直な橘高には珍しく、パーティーではふてくされていた。何某侯爵の旧邸を改装したという会場の大広間を抜け出そうとしたら、隣のサロンで集っていた祖母に見つかり、連れ戻された。同じような事を企てる者が多いらしく、同伴の親族が見張っているのだった。

　仕方なく、壁際の目立たぬところに座り込み、ディスコ全盛期の世の中なのに、弦楽アンサンブルの奏でるワルツに興じる同年代の若者をぼんやり見ていた。そのうち、端の方で踊っている若いふたりが気になった。女の方はぎこちなかったが、男の方はしなやかな動きでリードしていた。ぴんと伸びた背筋が周りの者とは一線を画している。　曲が終わり、ふたりが自分の隣に座ったとき、橘高は横目で男を観察した。額に汗をにじませて息の荒い女に比べ、男は水を飲むこともなく端正な顔を保っていた。微かに漂う香りは女性の物ではなく男のコロンだった。

　不意に男が橘高の方を向き、「君、ひとり？」と聞いてきた。橘高が頷くと、彼はちょっと首を傾げた。

「あれ……？　君は見たことがあるな……。もしかして聖愛医大？　今年の新入生じゃないですか？」

「はい……。あなたもですか？」

「そう。三年の堀之内です。よろしく」

　すっと手を差し出され、握手した。その感触を橘高は忘れない。

　その時から堀之内は橘高の憧れだった。顔も声も容姿全てが好みだった。

　昼休みのキャンパスで、噴水の横にあるベンチが堀之内の指定席だった。そこでガールフレンド達に囲まれて弁当を広げている姿を、二階の学生休憩室の窓から橘高はよく見ていた。噴水の細かな粒子に光が反射して彼の周りがきらめいて見えるのが好きだった。堀之内の腕に触れながら笑う女学生を羨ましいと思ったこともある。

　彼を想って何度眠れぬ夜を過ごしただろう。

　堀之内が最初の結婚をしたときには、相手の女性を呪った。すぐに離婚したのは自分のせいかと気に病んだほどだ。……さすがに三度目になると自分以外に呪っている人がいることが分かったが。

　どうこうなりたいという気持ちはもう無いが、今でも橘高は堀之内の前に出ると落ち着かない気分になる。







　橘高は医局を出て隣のナースステーションに声をかけた。

「Ｃ・Ｃ行って来ます。何かあったら呼んでください」

「はーい、行ってらっしゃいー」

　返事をしながら顔を上げた婦長の視線は、彼に焦点が合わなかった。気にせず体の向きを変えた橘高は、すぐ後ろに立っていた男にぶつかりそうになった。

「わ、失礼！」

　そのまま行こうとすると、呼び止められた。

「橘高様」

「はい？　……ああ、海津かいづさん！」

「先ほどはどうも失礼いたしました」

「いえいえ。ご面会ですか？　ここのノートにお名前を記入して下さい」

　橘高がカウンタのノートを示した。

「いえ、あの、これ……お弁当です。店長から」

「ええっ、悪いなあ……」

「悪いなんてそんな！　今度は店長が作ったので大丈夫です！　お食事抜きでしょう？　温かいうちにどうぞ」

　差し出された包みを橘高は受け取った。

「ありがとうございます。わあ、まだほかほかだ。でも、今からカンファレンスなので、いただけるのは夜になってからですね……せっかくわざわざ持ってきて下さったのに申し訳ない」

「えっ……そうなんですか……。お忙しいんですね」

「すまないですね。今日は当直だから、嬉しいですよ。夜の楽しみに有難く頂戴します。久留美さんによろしくお伝え下さい」

　彼らのやりとりをカウンタの内側から見ている婦長に橘高が海津を紹介した。

「婦長、栄養士の久留美さんの店の方です」

　海津が丁寧に頭を下げた。

「婦長、悪いんだけど、これ預かって下さい！　僕、もうＣ・Ｃ始まるし、行かなきゃ。海津さん、ありがとうございました。ごめんね、ちょっと急ぐのでこれで失礼させて下さい」

　そう言うと橘高は足早に階段を駆け下りた。

「あらあら……橘高先生ったら。ごめんなさいね。久留美さん、お元気？」

「ええ。婦長さんも良かったら店にいらしてください」







　海津洋かいづひろしはコンピュータの専門学校を出たのち、しばらくシステム・エンジニアとして企業で働いていたが、突然思い立って退職し、以後はフリーターの道を歩んでいる。

　短期で企業のシステム開発に参加することもあるが、基本的にはさまざまなアルバイトで生活している。

　今は『くるみ』のギャルソンだ。店長の久留美も仲間達も気のいい人間ばかりで居心地が良く、結構気に入っている。

　このところ、以前のＳＥ仲間に頼まれて、店が終わって帰宅してから、過去に手がけたプログラムの組み直しを行っている。報酬とは別に先渡しで最新のマシンが貰えたので、ついつい深追いしてしまって睡眠時間が極度に短くなっていた。

　今日は厨房に入っていたのだが、レシピの読み間違えという単純だが重大な失敗をしてしまい、自分としてもショックだった。思わず店を飛び出て謝ったら、相手は怒りもせずに許してくれた。たとえ旧知の久留美が相手だとしても、自分なら絶対に激しく文句を言うだろう。なのに、客は笑顔を見せてくれた……。海津にとってこれもショックな出来事だった。

　久留美がすぐに弁当を作り始めたので、届け役をかって出た。もしかするとあの人はもう二度と店には来ないかも知れない……もう一度会って謝らねば、と思ったからだ。

　久留美から客がすぐそばの医大の医師であることを聞き、少し意外に感じた。医大の先生というのはもっと尊大なのかと思っていたのだ。

　テーラーメイド紳士服の専門店でのアルバイト経験から、服を見る目は持っている。彼の少し細めの体躯はスーツが良く映えていた。さりげなく流行を取り入れて計算し尽くされたラインは熟練の仕立屋の作品だろう。値段も想像できたが、とても海津の手の届くものではない。そんな服をてらいもなく着こなしている彼は、柔らかい目が印象的な人だった。

　病棟に着いたら、いきなり橘高が目の前に現れて、たじろいでいるうちにバタバタと去ってしまった。

「…ってことは、あの先生、昼飯抜きで夜までか……悪かったな……。あー！　しまった！　俺、ちゃんと謝れなかったよ……」

　病院ロビーに降りながら、海津は一人でしゃべってしまった。近くに立っていた老人と目が合って、気恥ずかしかった。

　一瞬迷って、海津は産科病棟へ引き返した

「あのー、すみません」

　ナースステーションのカウンタで声をかけると、先ほどの婦長がやって来た。

「あら、どうされました？」

「あの……橘高先生は何時頃戻られますか？」

「さあ……？　今日は産婦人科だけでなく他の科との合同カンファレンスのはずですから、少しお時間がかかるかもしれませんね……。緊急でなければお呼び出しはできないんですよ」

　申し訳なさそうに婦長が言う。

「いいえ、呼んでいただくなんて！　夜になられるんですよね？」

「そうですね、どうかしら……長引かなければ、二時間くらいで終わると思いますよ。あ、でもその後に多分、教室会議があるので、三時間……かしら……」

「じゃあ……食事できるとしたら、それから……ですね」

「いえいえ、それから大学院生の研究が……」

「ええっ！　まだあるんですか！」

「それに……今夜はお産になりそうな方もいらっしゃるのよ」

「……あのっ、さっきのお弁当、返していただけますか？」

「は？」

「少なくとも、あと二時間以降じゃないと先生はお食事の時間が無いってことですよね？　だったら、出直します。温かいものを作り直して持って参ります」

　海津の懸命な様子に婦長は微笑んだ。

「電子レンジくらい、ここにもありますよ」

「あ……ごめんなさい。そんなつもりじゃ……。実は私、今日、店でとんでもない料理をお出ししてしまったんです。とても食べられないようなものを……。ほとんど召し上がれなかったと思うんです。だから……」

「ああ……そうだったの……。じゃ、どうかしら？　今夜は当直だから橘高先生は必ずここへ戻られます。戻られて、お食事の時間がとれそうになったら、私がお店にご連絡します。そこから出られるっていうのは？」

「うわ……ナイス！」思わず海津が言った。「……あ、失礼。ありがとうございます。お忙しいところ申し訳ありませんが、お願いできますか？」

「いいですよ。ただし、こちらも患者さん優先ですから、急変やお産が入ったら後回しになります。それだけご了承くださいね」

「もちろんです！　本当に助かりますっ！　店は十時まで電話がつながりますが、もし、それ以降になるようでしたら、私の携帯にかけていただけますか？」

　海津は店のカードに自分の携帯電話番号を書いて、婦長に手渡した。

「あなた、お若いのに言葉づかいがちゃんとしてらっしゃるのね。久留美さんは良いスタッフに恵まれてるわね」

「まだまだです。さっきだって、ほら、ナイスなんて言ってしまったり」

「いいですよ、それくらい、ご愛敬」

　誰もが「おかあさん」と呼びたくなるような丸い体型と声を持つ婦長の言葉に海津は照れた。

「でも、ハーブの量を間違えて、食べられない料理を作ってしまったんです……」

「うーん、それは減点ね。私たちがそれやると、患者さんの命に関わりますから、お店には悪いけどお料理でよかったわ」

「あ……そうですよね……！」

　橘高と一緒にいた男が「薬剤師には向かない」と言った意味が改めて身に染みた。







　橘高が戻ると、公衆電話脇のベンチから海津が立ち上がった。

「あれ……！　もしかしてあれからずっと？」

「いえ、出直して参りました。今日は本当に申し訳ございませんでした。先ほどちゃんとお詫びも申し上げられなくて失礼いたしました。本当は店長も一緒に来なければならないんですが、お許し下さい」

「ご丁寧にありがとうございます。こんな遅くまでそれを言うために？」

「あの……お食事、ずっとなさってないでしょう。温かいものをお持ちしました」

「えっ、わざわざ作り直して下さったんですか」

「店長が是非にと。私もお詫びしそびれましたし」

「ああ、本当に申し訳ない。僕がバタバタしてたから……」橘高は時計を見た。「こんな時間！　悪いなあ。もう閉店時間でしょう」

「大丈夫です。今日はもう上がりなんです」

「先生、私たちにも気を使って、差し入れを下さったんですよ」

　準夜勤も兼ねている婦長が声をかけた。

「重ね重ね、ありがとうございます」

「そんな……」

「さ、お詫びお礼合戦はもう止めにしましょう」橘高は海津を制して、「気持ちはもう通じ合ったでしょう」にこっと笑った。

　整った歯列が形の良い唇から顔を出した。歯科医院のパンフレットに出てくるようなそれを海津は美しいと思い、じっと見つめていた。

「……海津さん？」

　海津ははっとして、「あ、ああ、いや、失礼しました。本当に先生達ってお忙しそうですね」と、橘高の背後で休む間もなく動いているナース達に視線を這わせた。

「どうぞ、温かうちにお召し上がり下さい」

　海津が言った瞬間、ナースステーションの電話が鳴った。

「橘高先生、救急ＥＲからです。交通事故！　妊娠後期と思われる妊婦、意識混濁状態です」

　受話器を持ったままナースが言った。同時に別のナースがてきぱきとセットを用意しはじめた。

「すぐ行きます！」

　がしっと海津の肩に橘高の両手が置かれた。橘高がそのまま頭を下げた。

「ごめんなさい！　戻ったら必ずいただきます！」

　言うや否や、弁当の包みをナースに渡し、引き替えに妊産婦用のエマージェンシーセットを掴んで橘高はまたもや階段を駆け下りていった。

「残念だったわねえ……」

　婦長が呆気にとられている海津を気づかった。







　海津が夜間出入口から出ると、すぐ脇の救急搬送口に救急車が三台も停まっていた。赤い回転灯が光をまき散らしている。

「すげー……」

　しばらくそれを眺めて、海津は歩き出した。

「そうだよなあ……。うっかりミスで薬の量とか間違えたら、下手すりゃ、人が死んじゃうもんな。寝不足でぼんやりなんて言い訳できねえよな。あの人も腹減ったなんて言ってらんないんだろうな……」

　肩に橘高の手の感触が残っている。

　柔らかな眼差し、通りがよいのに丸い声、優しい笑み……。

「どうするよ、俺」

　海津は独りごちて、ふっと息を吐いた。

　女も好きだが、身体の相性は男の方がいい。

「だってさ……かっこいいじゃん……むちゃくちゃ好みじゃん……。スーツもフィットしてたけど、白衣って……いいよなあ……」

　あの人は自分の右耳に気がついただろうか……意味を知っているだろうか。海津は塞がりかけたピアスホールをちょっと触った。

　好きだった人のためにお揃いで開けた。別れてから、ピアスを通すこともなくなったが、時々、この意味に気づいた人に誘われたり、嫌われたりする。

「あの人……ストレートだろうな……奥さんや子どもがいるかもしれないしな。なんてっても産婦人科だもんな。女ばっかじゃん……いいんだけどさ。待て待て、俺、まだ半日しかあの人を知らないじゃん。げー！　好きになるまでの最短記録か？　半日だぜ……。っつーか、お客様に色目なんか使ったら久留美さんに殺されるよ。うわー！　ダメダメ！」

　ぶつぶつ独りでしゃべりながら夜道を歩いた。すれ違った猫が、彼を見上げた。

「あ……そうだ」

　海津はコンビニを目指した。







　朝六時、海津はまた産婦人科病棟を訪れた。

　薄暗い廊下の中に談話室だけが明かりがついていた。若い男がノートパソコンに向かっている。通り過ぎようとした海津とその男の目が合った。何も聞いていないのに男は海津に笑いかけた。

「三時間前に生まれたんですよ！」

　パソコンにデジタルカメラを接続し、我が子の画像を配信しているようだった。脇にはビデオカメラまで置いてある。

「おめでとうございます」

　海津は愛想良く返しながら、あの人はほとんど徹夜だろうか、今は寝入りばなだろうかと想像した。

　ナースステーションをのぞいた。早朝なのに、彼女らはもうせわしげに動いている。

「失礼いたします」

「はい？」

「私、海津と申します。橘高先生にこれをお渡し願えませんでしょうか」

　海津は小さな紙袋を差し出した。

「……あの、どういう……？」

　ナースが怪訝な顔をした。

「朝食の出前です」

「こういったものはお受け取りできないんですが……」

　若いナースは困った顔をした。

「あ、ご心配なく。私は患者ではありません。本当に出前ですので」

「では、医局に運んでください。ここの隣です」

「ええと……でも、この時間はまだ起きていらっしゃいませんよね」

「そうですね。仮眠室においでですけど……」

「じゃ、やっぱりお忙しいところ申し訳ございませんが、お預かり願えませんか？」

「……でも……」

「お願いいたします」

　出来る限り誠実に見えるように海津は振る舞った。

「……じゃあ、お預かりします。支払いは？」

「頂戴しております。ありがとうございました！」

　全く納得していない表情のナースにこれ以上何か言われないうちに海津はそのまま足早に立ち去った。







「なに、これ？」

「朝食の出前取られるんだったら、言って置いてくださいね。びっくりするじゃないですか」

　まだ眠そうな顔の橘高に若いナースが文句を言いながら、紙袋を渡した。

「出前……？」

「やっぱり頼んでらっしゃらないんですか？　いやだ……気持ち悪い……」

「誰が運んできたの？」

「ええと……カイヅって言ってましたけど。若い男の人でした。警備に知らせましょうか？」

「んー？　……ああ、海津さん」

「ご存知ですか？」

「ああ、うん。大丈夫。ええとね、貴女は知ってるかな……久留美さんって栄養士さんのお店の人だ」

　のんびりと橘高は言った。

「……知りません。とにかく、大丈夫なんですね？」

　朝の投薬や注射の準備が忙しいさなかのナースは念押しした。

「ごめんね、迷惑かけて」

「怪しい人じゃなかったらいいんです。先生、朝ご飯しっかり食べて、しっかり働いてくださいね！」

　そう言って、彼女は医局を出ていった。

　紙袋にはサンドイッチとサラダが入っていた。 手作りらしいドレッシングまでついている。

　一口食べて、橘高は驚いた。

「わ……これ……！　マヨネーズまで作ってある」

　卵とサラダ油で作ったマヨネーズは市販の物にはない味がある。グルメかつ料理好きの母親がよく作っていたのと似た風味だった。

　今でこそ悲惨な食事が続いているが、幼い頃から良い物を与えられ、味覚を育てられた橘高は本物の味を知っている。

　昨夜の弁当は久留美の味だった。栄養のバランスがよく、美味しかった。しかし、このサンドイッチは久留美の作ではなさそうだ。早朝に届けられたところをみると、海津が自宅で作ったものだろうと橘高は考えた。

　アスパラガスもツナも缶詰、チーズやハムもパンもおそらくコンビニの品だ。だが、充分な味のアレンジがなされている。

「気を使わせちゃって悪かったな……」

　サラダにはかりっと炒めたちりめんじゃこが入っている。醤油ベースのドレッシングと合っているそれは歯触りがよく、目が覚めていくような感じがする。橘高は低血圧のため、いつもなら朝は食欲もなく呆けているのだが、今朝は心なしかすっきりしているような気がし、今日の予定を思い浮かべることができた。

　橘高が朝刊に目を通していると、富永が出勤してきた。

　病院は九時始業だが、富永も橘高もいつも八時前には病院に来る。

　橘高は目覚めが悪いので仕事までに頭をクリアにするため、無理して早起きしているのだが、富永は単なる仕事好きだ。出世欲があり、未来の教授の座を狙っている。

「おはよう……橘高、どうしたの？　お前が朝刊読んでるなんて！」

「雪を降らせて、桜を咲かそうと思ってね」

「おいおいおいおい、冗談まで言えるのか？　頭働いてるじゃん」

「たまにはね」

「ひょっとして朝に急変でもあった？」

　患者の状態が悪くなって起こされたような場合は別だ。橘高は低血圧も吹っ飛ばして、誰よりも迅速に働く。富永はそんな事態が起こったのかと思った。さらにコーヒーメーカーをセットしようとし、既に煎れてあるのを見てわめいた。

「コーヒーまで出来てる！　これ、お前が……？」

「僕がやることだってあるよ」

　橘高はコーヒーを飲みながら、昨夜からの顛末を話した。

「久しぶりに美味しい物をいただきました」

　ごちそうさま、と両手を合わせてみせた。

「……で？」

「で……って？」

　富永の問いに橘高の反応は鈍かった。

「お前さあ……。気がついたんだろ？　あの子の耳」

「ああ……ピアスホールがあったね」

「右だけだったぜ？」

「そうだったね。あのね、富さん、すぐそういうのに結びつけるのやめてよ」

「可愛い子だったよな？」

「彼は仕事で来たんだよ。ついでに言うと、僕の好みじゃない」

「あ、そう。じゃ、いいや」

　橘高と富永はお互いによくこの手の話をする。特に深い意味はない。

「お礼がてら近々久留美さんの店、行かなきゃね」

「おう、またな」

　そんな話をしているうちに、一人、二人と医員や研修医達が出勤してきて、いつもの朝が始まった。




３




「はーっ」

　あの日、店に礼の電話があって以来、もう三週間になるが、橘高は姿を現さない。海津はあきらめ気分だった。

「なあに、どうしたの？　ため息なんて、海津君らしくない」

　久留美が少し心配そうな声を出した。

「あ、ため息なんてついてました？　いえ、何でもないです」

　海津は笑って茹でたジャガイモを大ザルに上げた。

　確かに彼は調理の失敗以来、どこか変わった。あの時、怒りすぎたかしら、と久留美の方が気にしていた。しかし、プロフェッショナルとして店を構えている以上、失敗は許されない。本当に幸いなことに相手が橘高で穏便に納めてくれたから、あれで済んだものの、別の人……例えば、おしゃべりなマダムならば今頃店は閑古鳥が鳴き続けていただろう。久留美はそういったことも含めて、海津に注意して聞かせたのだった。彼は神妙に聞いていたが、うまく伝わらなかったのだろうか。

「あちちっ！　……あのお客様……いらっしゃいませんね……」

　茹だったジャガイモの皮を手で剥ぎながら海津が言った。イモは大きなボウルに入れてゆく。それを久留美がざくざく潰してマッシュポテトに変身させる。

「あのお客様？　橘高先生？」

「ええ……」

「お忙しいのよ。一緒にいらした富永先生とおふたり、産婦人科の花形だもの」

「そうなんですか」

「ええ、そう。産婦人科と言ってもお産ばかりじゃないのよ。不妊もあるし、腫瘍とか癌とか更年期障害とか……。私が病院にいた頃はまだ右往左往する新米ドクターだったけど、今じゃもう診ていただくのにも予約待ちで大変なほどだもの。どの科の先生もたくさん見てきたけど、中でもあの先生達はものすごく努力家！　だから患者さんも多いのよ」

「へえ……すごいんですねえ……。なんだかお医者さんってもっと遊んでるようなイメージがありました」

「どの世界も色んな人がいるわよ」

　久留美が海津の目を見たので、彼は深く頷いた。







　そんな話をした日の夜、橘高と富永が連れ立ってやって来た。

「いらっしゃいませ！」

　フロア当番の海津は駆け寄った。

　各テーブルの女性客がちらちらと見ている。彼らの長身と風貌は人目を引くのだった。海津は彼らを奥へ案内した。

　オーダーを聞く海津にお勧めコースを頼み、橘高が改めて礼を言った。横から富永が笑った。

「君の差し入れで、あの日、橘高先生は朝から絶好調だったんだよ。同僚としては是非またお願いしたいくらいだよ」

「そんな……。喜んで頂けてなによりです。今夜は店長が腕を振るいますから、ご安心してお召し上がり下さいませ」

「海津さんのサンドイッチもすばらしかったですよ。僕はあんなに美味しいのを久しぶりにいただきました。マヨネーズも手作りでしたよね？」

　微笑みかける橘高に海津は目を丸くした。

「あ……そこまで気づいて頂けたんですか！　ええ、そうです」

「橘高先生はね、良い物に囲まれてるから、本物は解るんだよ。彼に褒められたら自慢していいよ。さ、早くオーダー通してくれるかな」

「し、失礼いたしました。今すぐに！」

　海津が行ってしまうと、橘高も富永もすぐに笑顔を消した。

「ああ……疲れた……」

「……うん……。一人抜けると痛いな」

　同じ講座の医師が一人、網膜剥離でしばらく入院することになった。彼の仕事は若手医師や研修医では手に負えない。その分、橘高と富永に患者と仕事が回ってきたのだった。患者を割り振り、加えて富永は看護学校の授業、橘高は関連病院の外来を受け持つことになった。

「何かお飲物をお持ちしましょうか？」

　水を飲み干した富永に海津が尋ねた。彼らはオーダーの際、酒を頼まなかった。

「いや、水でいい。まだ病院に帰って仕事があるから」

「大変ですね。当直されるんですか？」

「……今夜中には家に帰れる……はず。帰るぞ俺は」

「僕も帰る……帰りたい……」

　ふたりが揃って言うので、海津は笑いそうになった。

「では、お茶をご用意します」

　どの料理を食べるのにも橘高はとても優雅な動きをする。女性客でもなかなかお目にかかれない上品さだった。海津は失礼にならないようにと思いながらも、ほれぼれと見てしまった。

「あの子、ニコニコ笑って見てるぞ、お前のこと」

　富永がデザートスプーンをくわえたまま言う。

「また、そんなこと言う……。興味ないってば」

「向こうは絶対、気があるって」

「ありがたいことです」

「じゃ、いいじゃん。料理上手なんだろ？　ばあやさんよりいいかもよ？」

　橘高はじろりと睨んで言い返した。

「富さんが野村女史とくっついたら、考える」

　小児科の野村は一方的に富永に熱を上げている女医だ。富永の好みは勝ち気な美人タイプだが、彼女は正反対のふわふわおっとりした夢子さんで、しかも粘着質だった。彼女には橘高も巻き沿えをくうことがあり、苦手だった。

「すまん、もう言わない」

　富永は降参のポーズで両手をあげた。

　それを見て、呼ばれたかと思い、海津が飛んできた。

「あ、違うんだ、ごめん！」

　富永がすまなさそうに謝った。

「こちらこそ、失礼いたしました。お茶のお代わりはいかがですか？」

「ありがとう、もういいです」

「本日はいかがでございましたか？」

「とても美味しかったですよ。お茶も料理に合っていて良かったです。のチョイスは海津さんが？」

「はい。お気に召してなによりです。今からお仕事と伺いましたので、落ち着いた気分になっていただけるカモミールとレモンバームを入れてございます」

「カモミールってカミツレか」

　くん、とカップを嗅ぐ富永に橘高はまじめな顔で言った。

「アズレンだよね」

　海津は、こんな会話が医者っぽいと思いながら、橘高がカップに添えた手の、短く切られた形のいい爪に目をひかれていた。







　『くるみ』では仕込みをした者は後片づけをせずに帰れる。また、その逆もある。今日は仕込みをしたので、海津は店が終わると同時に解放された。

　ＳＥとしての仕事も先日やり遂げたので、早番で帰宅できると十時とはいえ、夜が長い。今までの業績が認められて次の企画へ破格の条件で参加要請もあった。評価されるのはとても嬉しく有難いと思っているのだが食指が動かなかった。

　待ち望んでいた橘高の姿を見たので、気分が高揚していた。こんな日は無性に誰かに抱かれたくなる。

　特定の相手がいないとき、いわゆる「ヤリ部屋」に行ったこともあった。そこは小さなビルの一室で、大勢の男達が至る所で好きずきのスタイルで目合まぐわっている。欲望は果たせたが、一回行っただけで病気が怖くて止めた。

　橘高と似たような姿形の男を思い出し、携帯電話のメモリを探した。

　相手はちょうど帰宅途中の車タクシーだと言い、そのまま海津を拾いに来た。海津をピックアップする前にリザーブしたのだろう、車はホテルへ向かった。

「城じょうさん……」

　部屋に入るなり、海津はキスをねだった。

「えらく積極的だな」

　舌を絡ませながら、城と呼ばれた男は海津のジャケットを脱がせていく。海津も城のネクタイの結び目を解く。

「どうした……？　飢えてるじゃないか」

「なんだか、とっても城さんが欲しくて……」

「可愛いこと言うね。どうして欲しい？」

　城は少し目を細めてニヤリと笑う。

「激しく……めちゃくちゃにして……」

　海津は城に抱きついてバスルームに誘った。

　降り注ぐ湯の下に城は海津を立たせ、自分はバスタブの縁に座ったたまま、指一本触れようとしない。じれた海津があえぎはじめる。

「自分で触りなさい」

　起ち上がり始めた海津に指示する。海津は見る間にそれを育てて尖端の粘液を見せる。

「城さん……来て……触って……」

　そう言いながら、海津は跪き、城の股間に顔を埋めた。 舌で少しずつ城を目覚めさせる。それだけで海津はもう自ら腰を振る仕草をする。

　頭では橘高を思い浮かべていた。

「城さん……ほしい」

「まーだ」

　城は海津を立たせ、胸の突起だけを指先で弾く。

「……は…っ…」

　座ったまま抱き寄せて片方の乳首を甘噛みしてやると、城の胸元で海津自身が熱く跳ねる。それでも、城はそこには手を触れない。

　我慢できずに海津は城の手を自分の後ろに回す。城が指でそこを刺激してやると、水音の合間に海津が歓喜の声を響かせる。

「もっと…も…っと…して……」

　城がシャワーヘッドをそこに当て、中に湯を注ぎ込んだ。

　屹立させた城自身で、海津のモノを一撫でし、彼はバスルームを出た。海津は自分でそこを流し、ベッドに横たわる城の上に乗った。

「あ……んっ……」

　ぐいっと髪をつかまれると、海津はそのまま身体を反転し、城を口に含んだ。城も海津を舐める。本当に飢えた者のように、海津は城を貪る。後ろに城の指が二本に増えたのを感じると、自ら動いた。

「入れて、城さん」

「待ちなさい、着けるから」

　城が鞄からコンドームを出した。

「俺が着ける。貸して」

「そんなに待てないの？」

　海津は頷いた。頭から橘高が消えなかった。

　少しだけ、城に悪いな、と思った。




４




　橘高はこのところ重態患者が続いていた。下についている研修医が「当たり」ばかりだと泣いている。

　昨日、一人亡くなった。搬送時にはもう手遅れの状態だったが、それでも考え得る限り、出来得る限りの手を尽くした患者だった。落ち込む間もなく、次々と患者はやってくる。院内でも出張先の病院でもすぐに呼び出され、若手の研修医より走り回る羽目になっていた。

　疲れ果てて帰宅したら、どうにもこうにも食べようがない夕食が待っている。

　昨夜はとうとう、一口食べた途端に吐いてしまった。

　一応の原型を留めていた青菜のおひたしは、箸でつまむとどろりと溶けた。魚の焼き物は電子レンジに入れる前から既に固く、大工道具として釘が打てそうだった。

　腹は減っていたが、どうしても続きが食べられない。かといって、自分で作る元気も外に出る元気ももう残っていなかった。

　試供品でもらった高カロリー液を食事代わりに飲んだ。一缶二百キロカロリーのバニラ味、とりあえずこれでいいと納得した。

　料理には耐えられそうにないが、勝手にばあやを辞めさせようものなら、実家に強制送還か、溺愛している末息子のために母が毎日やってくるのは目に見えている。

　風呂に湯が入るまで、メールチェックし、いくつかの海外サイトを見て回る。新しい論文の発表があったので読んでいたら、風呂のタイマーにまで呼ばれた。







　その日は外の大学関連病院に出張だった。

　網膜剥離で入院している同僚医師は更年期外来の担当だった。

　レーザーによる腫瘍治療や子宮内膜症などが専門の橘高は、更年期の女性の群を相手にするのは苦手な分野だった。富永の専門は不妊だが、最近は尿失禁なども診るようになっている。だから、更年期外来はどちらかというと富永の方が向いている。

　担当を割り振る際に、教えるのが苦手な富永は看護学校の授業を命じられ、橘高との交代を提案した。すると教授の緑野は、どんな患者にも、どんな学生にも対応できるようになれと彼らにハッパをかけた。

　確かに外で不得意分野の勉強をできるのは良い機会で、それを無駄にするのは惜しい。彼らは素直に従った。

　午前の間中、さまざまな苦痛をくどくどと訴える女性たちの話をにこやかに聞き続け、検査をオーダーし続け、処方箋とカルテを書き続けた。

「先生、真っ青ですよ」

　ナースが尋ねる声が遠いところからのように聞こえる。

　橘高はまとめたカルテを持ったまま立ちくらみを起こしていたのだ。机の端につかまり、なんとか倒れるのを我慢する。

「うー……」

「いやだ、橘高先生！　こんなところで倒れないでくださいよ。私たち、男性患者は慣れてないんですからあ」

　ナースが冗談めかして言いながらも、しっかりと橘高を後ろから支えてくれたのに、彼は背中に触れる女の手をおぞましく感じた。

　午後も目一杯、女達の叫びを聞き、骨粗鬆症の患者に取り組んだ。いつもならすっぱりと切り替える気持ちをチェンジしそびれ、ずるずると気分が沈んでいった。







　まっすぐ帰宅する気になれず、久しぶりに足を運んだのは会員制の店だった。

　そこは、街なかから少し外れた閑静な住宅街の、さらに外れにある。別荘として建てられた少し大きめの一軒家で店の名は『アッシュ』という。

　オーナーは「春日かすがパパ」と「陽彦はるひこさん」と呼ばれている六十代のゲイカップルだ。半ば引退しているが、本業はかなり大きな弁護士事務所を開いており、一般には大きな事件をいくつも担当した敏腕弁護士として知られている。

　『アッシュ』はゲイの医師、弁護士、会社役員などを対象とした会員制で、入会も審査がある。同伴のゲストもセレクトされる。メンバーは外世界に自分たちの性癖を知らしめるのを何よりも嫌い、怖れている。ここは非常に紳士的な社交サロンだ。会費はそれなりにするが、その分の満足は得られ、秘密は厳守される。

　一階部分はバーがあり、簡単な食事もできる。広間ではチェスや将棋を楽しめ、娯楽室はビリヤードの腕を磨くのにちょうど良い。書斎を兼ねた図書室で仕事を続けることもできる。二階はバス付きのゲストルームがいくつかあり、宿泊も可能だ。

　平日のせいか、メンバーは少なく、落ち着いた空気が橘高に優しかった。

　美味い食事とまろやかな酒が橘高をリラックスさせた。

　春日パパと話していると、顔見知りのメンバーが話に加わった。彼とは一度肌を合わせたことがある。 一夜の相手にちょうど良いことをお互いが解っていた。

　背中に彼の手のぬくもりを感じた。そこは今朝ほどナースが触れたところだった。橘高が思わず体重を預けると、彼はＯＫサインだと受け取ったらしく、春日に部屋を頼んだ。疲れていたが、橘高の身体は彼を求めていた。

　橘高の耳元で男がエロティックな言葉を囁いた。クスクス笑ってそれを聞いていると、ドアが開き、サロンに二人連れが入ってきた。

「陽彦さん、部屋いいですか？」

　会釈しながら尋ねているのはメンバーの城だった。彼は春日と陽彦の事務所所属の弁護士だ。

　男は構わず橘高に囁いている。頬を寄せ合ったままの橘高は何気なく城のゲストを見て凍りついた。

　城が連れているのは、海津だった。

　ゲストも同じくらいの地位がないと入れないはずの『アッシュ』だ。城は海津をコンピュータ関係ベンチャー企業の若き役員だと陽彦に紹介していた。

　動きの止まった橘高の手を黙って引いて男が二階に連れて行った。

　一瞬、橘高の視線が海津のそれと交わった。

　ここではお互いのパートナーに手出ししないという暗黙の了解がある。

　海津は連れてこられる前に、城から、どんな見知った顔に会っても黙っているよう釘を刺されていた。自分のような者がこのような世界の人間を知る由もないと笑っていたが、まさか橘高と会おうとは。しかも橘高は別の男と手をつないで消えてしまった。

「あの子、知り合いだった？」

　橘高の唇を舌でなぞりながら男が言った。橘高は答えず、男のスラックスのファスナーを下ろした。







　夜のうちに橘高が帰る気になったのは、朝に海津と顔を合わせたくなかったからだ。

　ベッドの中の男がもう一度とねだるのを熱いキスでなだめ、橘高は部屋を出た。

　階段を降りようとしたら、一室のドアが開き、海津が出てきた。

「橘高様！」

　小さな声で呼びかけられ、橘高は仕方なく足を止めた。

「あの……」

　海津は口ごもる。

「ここのルールをご存知ですか？」

「はい……私は外で何も言いません」

「そうして下さい」

「あの……私は……」

「ここで会った僕の事も忘れてください。久留美さんには悪いけど、もう店にもお伺いしませんから」

「そんな……あの、私は駄目ですか」

「駄目？」

　眉をひそめる橘高に、海津は意を決して言った。

「私は橘高様の事が好きです」

「………」

「……まだ二回しかお目にかかってませんが、俺、いや、私は……」

　橘高はにっこりと微笑んだ。

「ありがとう」

「橘高様……？」

「海津さんにそう言って貰えるのは嬉しいですが、僕は誰とも付き合う気はないんですよ」

　階段の踊り場でひっそりと橘高は言い聞かせる。

　たった今まで別の男に抱きついていた腕を、海津は橘高の身体に回した。

　壁に掛かったガレのランプがほのかに灯っている。

　ウイスキー色の明かりの中で、情事の後の濡れた瞳に見上げられ、橘高もまた、たった今まで別の男に触れていた手で海津の眼鏡を外した。人差し指でひょいと海津の顎を持ち上げ、唇に舌を差し込んだ。

　長い長い口づけは海津の芯に火をつけ、心はますます橘高に囚われていった。

「じゃあね」

　橘高はサロンに降りて行った。

　今のキスは……？、あの「じゃあね」はどんな意味だろう……？　迷いながら海津が部屋に戻ると、城が冷たい目で待っていた。

「僕の仕事を知っているよね？　決まり事を守らない子はどうなるかわかってる？」

　いきなり平手打ちが飛んで、ベッドに倒れ込んだ海津は朝まで寝かせてもらえなかった。城は嘲笑いながら海津を弄び、海津は乱暴さを貪欲に求めた。

　それでも、橘高に点けられた官能の火は消えなかった。







　橘高はバーにいた春日と目が合った。

「ほどほどにね」

　春日パパは片目をつぶってみせた。

「ええ、もうこりごりですから。お騒がせして申し訳ありません」

　橘高は苦笑して謝った。

　実のところ、『アッシュ』のメンバーの中にも橘高の信奉者は多い。彼は独特の魅力を持っており、惹かれた者はずるずると深みに嵌ってしまう。一度でもキス以上の関係になると尚更だった。

　以前、彼をめぐってメンバーの間で諍いさかいが起こった。

　橘高にのめり込んだ男同士の取り合いで、サロンでの殴り合いにまでなってしまった。『アッシュ』では、トラブルは外には出さず、オーナーの春日と陽彦、そしてメンバー達自身で片づける。橘高はメンバーから外れると申し出たのだが、他の者がそれを許さず、また、彼を取り合った者達も変わらず出入りしている。鞘当てはお遊びにして何事もなかったように振る舞う、それが条件だった。メンバーは、世間的な地位も名誉も充分に持ち合わせている紳士のはずだからだ。

　それ以来、橘高は特定の相手を作らない。







　『くるみ』にはあれから二回、富永だけが顔を出した。今日は彼女連れだ。

　海津は料理をサーブしつつ、何気ない風を装ってみた。

「橘高様はご一緒じゃないんですね」

「ああ、今ね、忙しいんだよ」

　ちょっと含みのある笑みを浮かべて富永はかわす。

　海津は肩を落とした。

「忙しいだけじゃない……俺のせいだ……」

　閉店後のフロアでモップを相手に、海津は一人、呟いた。

　通勤途中に何度か聖愛大学附属病院の前まで行ったことがあるが、何といっても橘高は産婦人科の医師だ。他の科ならともかく、未婚男性の海津には患者になることすらできない。

　たった三回、ほんの少しの時間しか会ったことがないのに、橘高の印象は海津の内面に刻み込まれていた。

　毎日、毎刻、少しずつ、蝕むかのように海津の心に広がる。

　インターネットで橘高の名前を検索し、彼の論文を解りもしないのに読んでみたりもした。

「これじゃ、ストーカーじゃん……何やってんだ、俺……」

　そんな自分を情けなく思った。

「『くるみ』のバイトも潮時かなあ……。またＳＥやろうかな……そしたら、あの人を待つこともないもんな。パソコンだけ相手してりゃいいもんな」

　そう言ってモニタを撫でた。

「はーっ……。あんなキスするんだもん……忘れられないってぇの。あー嫌だ。俺、女の子みたいじゃん」

　ごろりと部屋の床に転がると、切なさに涙が滲んだ。
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　医局で研修医達が新聞広告を持って話していた。富永が加わって一緒に見ている。

「これ、いいなあ……。よし、決めた！　これ買おうっと」

「富永先生はいいですよぉ！　買おうと思ってすぐ買えちゃうんですから。僕は欲しくてもまだ無理だなぁ」

「私も欲しいー！　うしっ！　頑張ってお金貯めよう！　今日から節約とダイエットしよう」

「何でダイエットまで一緒なんだよ」

　そんな会話で盛り上がっていた。

　デスクでスライドの整理をしていた橘高は聞くともなしに聞いていたが、何を話題にしているのかわからなかった。

「富さん、何買うの？」

「ん？　洗濯機。乾燥機もついてるやつ」

「持ってなかったの？」

「違う違う、ほら、一体型のヤツ。洗濯物入れたら、そのまま洗って乾燥まで出来るんだ。便利だと思わないか？」

「へえ、そんなのあるんだ」

「お前のところはお手伝いさんがいるから、必要ないな」

「んー。でも、欲しいな、それ」

「自分で洗濯なんかしたことないくせに」

「うん」

　生返事しながら、橘高は広告を見にやって来た。

「ふうん……。色々あるもんだねえ」

「橘高先生は普段、広告なんてご覧にならないでしょう」

「見ないなあ……。あ、これ何？　アイロン？……ハンガーに掛けたまま背広の皺が伸ばせます、って！」

　大発見のようにキャッチコピーを読み上げる彼に研修医達が呆れ声を揃えた。

「……橘高先生ぃ……」

「駄目だよ、橘高にこんなもの見せちゃ」富永が広告をたたんだ。「だいたい、お前、自分でアイロンかけないだろ？」

　しゅんとしてみせる橘高に女性研修医がしみじみと言った。

「橘高先生のお嫁さんになる人って大変だあ」

「僕は独身主義なんだ。安心して」

　にっこりと笑う橘高に、皆は毒気を抜かれた。

「その代わり何食わせても耐えるぞ、橘高先生は。料理下手でも大丈夫だぜ、どうだ、君」

　富永が言うと、彼女はふくれた。

「失礼な。私、お料理は得意ですもーん！」







　先般、「一度、俺にばあやさんの食事を食わせてみろ」と富永がうるさいので、橘高は彼をマンションに連れて帰った。その時はテーブルに巻きずしといなり寿司が用意してあった。

「なんだ、うまそうじゃん。お前、贅沢なんだよ」

　割り箸を探している橘高をしり目に、彼は立ったままいなり寿司をつまんだ。

「うえー！」

　食べた瞬間に、泣きそうな顔で口を開けた。かみ砕かれたすし飯が口からはみ出ている。

「もう……富さん、行儀悪いなあ……」

「これ、何？」

「いなり寿司だろう……たぶん」

「確かに見た目はそう見えるけど。どこをどう、何をどうしたら……こんなのになるんだぁ？」

「よかったら、巻きずしもどうぞ」

　怖い物見たさに巻きずしにも手を伸ばした富永は、身をもって後悔した。

「魚の澄まし汁もあるよ」

「……なんの魚？」

「わからない」

　富永は鍋を覗き込んだ。縮こまってバラバラに分解した白身が底に沈んでいる。どう見ても硬そうだ。元は三つ葉だったらしい変色した青菜らしきものが一緒に入っている。

「温めようか？　いる？」

　脇にあったおたまで味見をし、また、富永は泣きそうな顔になった。

「うえええええん！」

「……多分、何かの栄養分くらいは残ってると思うんだけど」

「うー」

　富永が子どものベソのように涙を拭く真似をすると、橘高は静かに言った。

「毎日がチャレンジ。何事も忍耐。出来ないんだよ、ばあやは。まあ、努力はしてるみたいだけど」

「そういう問題か？」

「やったら出来るのにしないのは、怒るよ、僕も。でも、やっても出来ないのなら、それ止まり。悪いけど、出来ない人なんだと思ってる」

「……見捨ててるの？」

「かも知れない。そういう認識」

「ふぅん……そういう考え方もあるか……」

「けっこう冷たいのかもね、僕は」

　橘高は自嘲した。







　ポリクリの学生達が処置室の中を右往左往している。彼らにレーザーの説明をしながら橘高は患者の治療を進めていった。

　婦人科の処置は特に患者がデリケートになりやすいため、学生達にはいつもにも増して不用意な口を利かぬよう言い含めてあるにもかかわらず、ひそひそ話を交わす幾人かを橘高は防護用サングラスの中から睨み付けた。

　今、処置中なのは子宮頚部の初期癌で、患者が三十二歳で未婚なのを考慮し、レーザー切除で子宮を保存しようというものだった。

「こうやって円錐切除すると、組織への侵襲も少なくてすみます」

　手際よく組織を焼灼してゆく。橘高の最も得意とする処置だ。

　モニタ画面を見ながら、学生はメモを取っている。興味深そうに見る者もいれば、全く上の空な者もいる。

　優しい風貌と態度とはうらはらに、橘高はどの学生にも容赦しない。レポートが不出来ならば何度でも書き直させる。そのため、学生達はメモだけはしっかり書き付けている。

　処置が終了し、患者家族への説明を行った後、学生とのディスカッションを行う。時間を取るし面倒なので、省略する医員も多い中、橘高と富永はこういったことに手間を惜しまなかった。勉強になるので研修医も自主的に参加している。

　橘高は先ほど処置中に喋っていた学生に、特に患者心理のレポートも追加した。

　ディスカッションの途中で、富永が顔を出した。

「俺、外に出るけど、弁当、いる？」

「あ、頼める？　ひとり陣痛始まってるから、食べはぐれるかもしれないけど」

「了解」

　研修医に学生の質疑をまとめさせる間に、そう言えば、昨夜の夕食もとんでもなかったな、と橘高は思いだした。そこで気がついた。富永が外での昼食を誘ってくれたり、弁当を聞いてくれたりするときは、必ず前夜に橘高が帰宅したときだった。宿直などで帰宅しないときは自ずと外食で、ばあやの作った物を口にすることはない。

「そうか……」

　生来の世話好きに加えて、富永なりに気を使ってくれているのだろう。橘高は感謝した。







　『くるみ』ではテイクアウトの料理はメニューにないが、富永は久留美に頼んで橘高用の弁当を作ってもらっていた。

　富永のリークにより、久留美は橘高の食生活を憂いていた。栄養士の血が騒ぐのだろう、富永の依頼を快く受けた。

「富永様って、すごいんですね！　この前、新聞記事を拝見しました」

　海津は尊敬をこめて言った。

「ああ、うちの教授ボスと一緒に出たやつかな？」

「偉い方だとは存じませず……」

「何言ってるんだ。新聞やテレビに一回二回出ても全然偉くなんてないよ。むしろ、逆」

「そうなんですか」

「そんなものだよ。そういえば、橘高のところにも取材が来てたから、二、三日うちにどこかに出るんじゃないかな」

「えっ！　橘高様も！　わあ……」

　海津は思わず笑みをもらした。それを見て富永が言う。

「君は素直だねえ」

「え？　は？」海津は少し慌てた。

「橘高のファンでしょう？」

「……ファン……あ、そうです！　ファン！　ええ」

　取り繕う彼に、穏やかに言った。

「そういうことにしておきなさい」

「富永様……」

　お客様の元でお喋りするなよ、と他のギャルソンが通りすがりに海津の肩に合図した。

「あ、引き留めて悪かったね」

　先に富永に謝られ、海津は深く礼をした。

　食事を終えた富永は厨房をのぞき、携帯電話を見せて、久留美に言った。

「悪いんだけど、呼ばれちゃったんだ。海津君に配達頼んでもいいかな？」

「今回に限り、特別ですよ」

　弁当を作りながら久留美は返事した。

　入口レジで精算する際、富永が海津に言った。

「橘高の顔、見たいかと思ったんだけど？」

「……富永様……」

「余計なことだった？」

　海津はかぶりを振った。

「じゃ、お願いします。病棟の方ね。よろしく」







　橘高が分娩が始まりそうな患者を診て、病棟に戻ると医局の前に女性がふたりいた。

「良治よしはる！」

「うわ、ど、どうしたんですか？　おばあ様までお揃いで」

　橘高の母と祖母だった。研修医達が興味津々の目つきで後ろを通る。

「わたくしも年を取ったわ……白内障ですって。いやあね」

　いつも和装の祖母が珍しくワンピースを着ているのは検査のためか。

「あなたのお父様の病院には眼科がないのよ。知ってた？　産婦人科と眼科は作るべきね」

「産科は採算が取れませんよ、おばあ様。知らせて下さったら、眼科まで行ったのに」

「何度電話しても家にはいないし、携帯も全然出ないのは誰かしら？」

　母親は息子を見上げ、息子はとぼけた。

「そうでした？　それは申し訳ない。ママもおばあ様もお元気そうでなにより」

「あなたは……ちょっと痩せたようね」

「体重計に乗ってないのでわかりません」

「ばあやはどう？　ちゃんとやってるかしら」

「……料理以外は」

「あら……まだ駄目？　一通り教えたんだけど」

「ええ、まあ……気にしませんから」

　肩をすくめた孫に祖母が言った。

「ばあやを変えましょう」

「おばあ様？」「お母様、そんなにすぐに見つかりませんよ」孫と娘は口々に言う。

「じゃあ、あなたが行っておあげなさい」

　母は娘に命ずると、橘高は祖母と母に懇願した。

「し、しばらくはこのままで結構ですから！　ママも忙しいでしょう？　わざわざ来てくれなくてもいいよ。ね！」

　そこへやって来たのは、糖尿病代謝内科の堀之内だった。

「橘高先生、先日の……」と言いかけ、ふたりに気づくと、すぐに微笑んで続けた。「一条の大奥様、橘高の奥様、こんにちは」

「まあ、堀之内のボクちゃん！　こんにちは。まあまあ、立派な先生ぶりだこと。孫がお世話をおかけいたします」

　橘高の祖母が言う。不惑目前の年齢の男に「ボクちゃん」もないものだが、橘高の実家周りではそれは当たり前のことだった。堀之内も慣れており、抵抗する様子もない。

「今度のパーティーには出席なさるの？」

　一条の祖母が堀之内に尋ねた。

「ええ、一応その予定ですが、患者さんの都合によってわからないんですよ」

「そうですの……。うちの孫もあそこで良いお嬢様を見つけて欲しいのだけど。どなたかいらっしゃったら紹介してくださいな」

「あはは、橘高先生は独身主義と伺ってますよ？　いいではありませんか。私のように何度も結婚するよりは」

　屈託無く堀之内は笑う。橘高は心の中で手を合わせた。

「そうかしら……一回くらいはしてほしいものですわ」

　祖母はまだ不服そうだ。

「あ、どうも」と言う声がするので振り返ると、富永が白衣を羽織りながら歩いてくる。

「お久しぶりです、富永です」

　富永は橘高の母に挨拶し始めた。

　彼女らの興味が富永に向いたので、その間に堀之内と橘高は患者の病態について相談し始めた。

　富永はちょっと声を潜めて彼女らに言った。

「それはそうと、橘高さん。私がこんな事を言うのもおかしいですが、彼のお手伝いさん、変えてやるわけにはいかないんですか？」

「あら、どうして？」と、母親。

「いやあ、私もちょっとお相伴にあずかったことがあるんですよ。あの料理はあんまりだと思いますよ……。橘高君がかわいそうだ」

「そんなに？」祖母が心配そうな声を出す。孫が可愛くてしょうがないのだ。

「ええ。他の家事はわかりませんが、食事に関して、あれじゃ拷問ですよ」

　祖母と母は顔を見合わせた。

「……あ、失礼しました。出過ぎたことを……」

「いいえ、よろしゅうございますのよ。教えてくださってありがとうございます。先ほどもその話をしていたところですの」

「いま、うちの科は人材が手薄でして、橘高君も私も宿直や出張が多くてなかなか家にいることが出来ないんですよ……。また余計なことを申しますが、週に二回くらいでいいんじゃないですか、お手伝いさん」

「そんなに忙しいのですか……。でも留守を守る者がいないのはいけないわね」

「オートロックにプラスして警備員は二十四時間常駐でセキュリティ万全のマンションじゃありませんか。心配ないですよ」

　弁当を持ってきた海津は廊下の隅の集団に声をかけそびれ、少し離れてタイミングを見計らっていた。

　その様子が富永の目の端に入った。

「あ、ごめんね、ありがとう！……って、そうだ！　海津君、君、バイトを増やす気はない？」

「は？」

「君、料理できるだろう。掃除洗濯はできる？」

「え、ええ。一人暮らしは長いので、一通りは」

　富永と橘高の母と祖母の三人が海津を見た。

「きれいにお掃除出来るかしら？　アイロンは？」

　問われるままに海津は答えた。

「以前、ハウスクリーニング会社とテーラーでアルバイトをしたことがございます」

「まあ……」

「彼は料理も上手ですよ」

「そんなことは！　富永様、どういうことでしょうか？」

　海津に笑いかけ、富永は彼女らに言った。

「人物は悪くないですよ」

「ええ、そのようですわね……」

　そう言いながらも、彼女らは慎重だ。確かに、いきなり見ず知らずの青年に家を任せる話は決められるはずがない。彼女らにとって、氏素性は何より大切だった。

　橘高との話が終わった堀之内が辞去の挨拶に来た。

「あれ、久留美さんの店のギャルソン君」

「堀之内さん、ご存知ですの？」

「ええ、以前この病院の栄養士さんだった方が開いている店の方ですよ……ね？」

「はい。堀之内様もまたいらしてくださいませ」

　海津はきっちりと頭を下げた。

「貴方がご存知の方なら、大丈夫かしら？」

「奥様、何の話か存じませんが、彼の雇い主は人を見る目は確かですよ。では、失礼いたします」

「ごきげんよう」

　女性陣はたおやかに腰を折った。

「……どういうこと？」

　橘高が不審そうに言う。対象はそこにいる全員だ。

「あ、あのっ、お弁当でございます」

　海津が包みを差し出し、富永が「俺が頼んだ」と自分を指した。

「お話し中、お邪魔いたしました。失礼いたします」

　海津が帰ろうとするのに、橘高の母が声をかけた。

「貴方、お名前は？　本当にアルバイトをなさる気がおあり？」

「海津と申します。あの……どのような仕事でしょうか」

「あら、ごめんなさい。ハウスキーパーです。週に二、三回、掃除洗濯などの家事と、お食事の用意です」と、母が言い、祖母が首を傾げた。「貴方のような青年のお仕事ではないかしら？」

「何をおっしゃってるんですか！」

　橘高は母達の提案にめまいがした。

「海津さん、もういいからお帰り下さい。母と祖母が失礼なことを言ったようで申し訳ない」

「いいじゃないか、彼にお手伝いさん頼んだら」

　橘高は横から口を出す富永を睨んで、「だーめーでーすっ！」とわめくのに、ナースの声が被った。

「橘高先生ー！　分娩室からコールです！　緊急だそうです」

「はい、すぐ行きます」

　反射的に返事をした橘高は弁当の包みを富永に押しつけ、半身になったところで、その場の四人に「駄目ですからね！」と念押しして、分娩室に向かった。

「あの子ったら、おばあ様にご挨拶もしないで……」

　母親がのんびりと言う。

「申し訳ございませんが、橘高様がああおっしゃってますから……」

　降って湧いた話に海津が混乱したまま言った。とにかく、橘高に嫌われるわけにはいかない。

「ほほほ、そうね。急には決められませんわね。海津さん、貴方のお店はどちらですの？」

　この人たちが橘高の母親と祖母かと、今頃になって緊張した海津が、それでも愛想良く答えたのは、接客業のなせる技だ。

「ここから五分……十分弱歩いたところにございます。『くるみ』という自然食中心のレストランでございます」

「あらそう。朝から検査ばかりで、わたくし、お腹が空きました。そちらへ今から参りましょう」

「まあ、お母様ったら。では、タクシーで参りましょうね。海津さん、ご一緒して案内してくださいね」

　乙女のように笑う母娘の横で、富永は呆気にとられている海津の肩をぽんとたたき、「がんばれよー」と無責任な小声で励ました。

　焚きつけた富永でさえ、彼女らには降参した。
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　『くるみ』の厨房では、海津が黙々ともやしの根を一本ずつちぎっていた。

　久留美が胡麻を煎っている。もう一人のギャルソンが、大きなすり鉢とすりこ木を用意して待ちかまえている。彼が尋ねた。

「海津ちゃん、バイトの掛け持ち、しんどいんじゃねえの？」

「特にしんどくはないなあ。遅番の日だし、週に二回だけだし。ここに来る前に掃除してご飯作るだけだし」

　海津はぷちぷちともやしの根を摘み続ける。

「何部屋くらいあるんだ？　どうせでっかいマンションなんだろ。俺なんてワンルームでさえ掃除できねえ」

「ダイニングだけで十畳くらい、リビングが二十畳ぐらいだと思う。畳じゃないからだいたいだけど、全部で６ＬＤＫ……かな？」

「でっけー！　でかすぎっ！」

「でも、掃除って言ってもほとんど何もする事がないんだよ。家にいらっしゃらないから、汚れないんだ」

「ふぅん……。大学病院のセンセイって、そんなに忙しいんだ」

「うん……。良く分かんないけど、学術書とか勉強の資料ばっかりあるよ。片づけると言ったら、それくらいかなあ。ほとんど英文ばっかだし。あとは美術品？みたいなの」

「ひえー、そうなんだ。美術品とかって触るの怖いね」

　胡麻をゴリゴリとあたりながら、同僚は感心する。

「あんまり人のお宅のことは言わない方がいいわよ、海津君」

　久留美がたしなめた。

「はい。そうですね、気をつけます」

　海津は素直に返事して、もやしを沸騰する湯に入れた。







　海津が橘高のマンションに通うようになって一ヶ月、橘高と顔を合わせたことはない。ほとんど生活感のない部屋には主あるじの不機嫌さだけがこもっている。

　少しでも栄養のある物をおいしく、と心を込めて食事を作るが、今日も手がつけられていない。今までに食べて貰えたのは二回だけだ。

「やっぱり、怒ってるんだろうな……」

　残った食事を始末しながら、海津は呟いた。ゴミ箱には高カロリー流動食のパックが捨てられていた。

　リビングは元々大きな部屋だが家具が少ないので、非常に広く感じられる。少し大きめのデスクには顕微鏡とパソコンが、それと大型テレビが現代的な光を放っている。しかし、それ以外は間接照明の中にアールヌーヴォー調の飾り棚がいくつかとゆったりとしたソファだけだ。飾り棚には掌に乗るくらいの小さな花瓶が数多く並んでいて、どこかクラシックな雰囲気だ。ダイニングテーブルはアンティークのもので脚の飾りが美しい。書斎は一面本だらけで、ベッドルームはベッドとライティングビューローと書棚。あとの部屋は壁に絵が掛かっているくらいで特に使われていないようだ。そのうちの一部屋はゲストルームだろうか、バス・トイレが部屋の中についている。だが、打って変わってキッチンやバスルームの設備はハイテク機器が隠されていた。

　洗濯機は乾燥までそのまま出来る最新式のものだ。契約では衣服の洗濯も海津の仕事のはずだったが、橘高の下着やタオルに海津が触れることはない。シャツは全てクリーニングに出すことになっていた。出入りの業者が専用のバッグを取りに来る。

「靴下だってパンツだってシャツだって俺が洗濯するのに……。気持ち悪がられてるのかなあ。別に変なことしないって。ワイシャツだって、これくらい、俺、仕上げられるんだけどなあ。任せてくれって、メモしてみようかな」

　シーツとハンカチだけが海津の洗濯の腕の見せ所だった。せめて、寝心地だけでもいいようにと柔軟剤と糊をブレンドして仕上げた肌触りの良いシーツをベッドに敷く。この寝床で橘高が眠ると思うと、ふっと邪な妄想がかき立てられたが、仕事の場でわきまえるくらいの常識は持ち合わせていた。







　橘高は海津の思惑に応えてやる余裕がなかった。とにかく、仕事が忙しすぎたのだ。学会を控えた上に、同僚医師の入院が長引き、関連病院の出向も辞められず、重態患者も重なっていた。

　深夜に帰宅して、食事をしようと思っても、身体が受け付けなかった。服を脱ぎ捨て洗濯機に放り込むと、そのままベッドに倒れ込む日々が続いていた。

　朝には乾燥している洗濯物をそのままクロゼットに突っ込み、シャワーを浴びると、もう出勤時間だった。毎日がその繰り返しだった。

　食事にも、シーツの清潔さにも気づいていたが、礼を言う間もなかった。

　一泊の地方学会から帰ると、テーブルにメモがあった。

「ワイシャツの洗濯をさせてくれ……って、どういう意味だ？　ワイシャツって家で洗えるものなのか？」

　一応の礼のつもりで買ってきたポストカードと饅頭に返事を添えた。







「わわわ！　これ……！　わー！」

　思いも寄らぬ橘高のメッセージに海津は一人で小躍りした。

「そうか……学会があったのか。怒ってないんだ！　お土産だ！　わお！」

　食事に手をつけられなかった詫びと、礼、その後に「ワイシャツは家庭で洗濯できるものなのですか？」と書いてあり、海津は吹き出した。

「あの人って……！」

　海津は、土産が嬉しかったこと、ワイシャツに限らず全ての洗濯物を任せて欲しいこと、あらかじめ予定の決まっている宿直日をメモして欲しいこと、などを書いた。







「へえ……シャツは家で洗えるんだ……。ふーん」

　海津の書き付けを読んで、橘高はスケジュール帳を見ながらカレンダに宿直日の印をつけた。

　久しぶりに定時で帰宅したので、海津の作った食事をゆっくり摂った。旨さに唸った。

　海津の仕事ぶりは満足のいくものだった。

　食事は言わずもがなで、洋食だけかと思っていたら、今夜の薄口の煮物などは京懐石のようだった。

　掃除も行き届いており、前のばあやが背が低かったために見落とされていたところの埃もきれいに落とされている。キッチンのシンクは蛇口まで磨かれており、水滴の跡もない。パソコンのモニタも本体も細かい汚れが消え、キイボードカバーも洗ってあった。

　疲労困憊で寝床に倒れ込むと、シーツには皺がなくホテルのベッドメイクのようなのに、柔らかな肌触りがするのだった。







　海津がアイロンをかけていると、玄関ドアが開く音がした。びっくりしていると、橘高の母が入ってきた。

「こんにちは、海津さん」

「こんにちは。いらっしゃいませ……って言うのは、おかしいですね」

「まあ、ふふふ」橘高の母は面白そうに笑う。「いつもありがとうございます。なにか不都合はございませんか？」

「いいえ、全く」

「アイロンがけなさってたの」

「はい」

「あら、ワイシャツも？　クリーニングに出さずに？」

「はい。一度仕上がりをご覧いただいて、駄目だったらクリーニングに、と思いまして」

「ちょっとよろしいかしら」

　そう言うと、橘高の母はハンガーに掛けてあるシャツを手に取った。襟元や袖口の糊の利き具合などをチェックする。

「良い出来ねえ……！」

「プレスの後、そのままハンガー掛けすると、袖の中心などに筋が残らないですし、畳み皺も避けられますから、きれいに見えます」

「そうね、その通りだわ。でも、お手数じゃない？」

「いえ、大丈夫です。橘高様がお部屋をきれいにお使いで掃除の時間が少ないので、料理だけでは時間が余ってしまいますから」

「掃除と言えば、どこもかしこもピカピカね。すごいわ、貴方」

「そんな……仕事ですから」

「まあ、ご謙遜！」

　海津の仕事ぶりをチェックしに来た橘高の母は、彼に合格点を出した。

「お茶をご用意いたしますので、少しお待ち下さい」

「あら、ありがとうございます。ま、それ、なあに？」

　彼女はくつくつと鳴っているコンロの鍋を覗き込んだ。

「トマトソースのロールキャベツです。召し上りますか」

「まあ、うれしい。でも、良治よしはるの分がなくなっちゃうわ」

「大丈夫です。冷凍用に余分を作ってございます。そうだ、鰯のマリネもございますので、是非味見なさってください」

「じゃあ、お言葉に甘えて遠慮なく」

「では、今すぐご用意いたしますね」

　海津は手早くアイロンを片づけ始めた。橘高の母はクロゼットを開けている。ここのは六畳程度の広さのウォーク・インになっていて、海津は最初信じられなかった。

「あった、あった」

「わあ……夜会服ですね！」

　控えめに光沢を放つシルクで仕立てられたジャケットはデザインが美しい。

「ええ、もうすぐパーティーがあるの。本当は新しいのを作りたかったんですけどね、あの子ったら忙しい忙しいって採寸に行かないものだから……」

「これ、本当にお似合いでしょうね……。身長がおありですから、映えるでしょうね」

　海津は橘高の姿を想像して思わず頬をゆるめた。

「そうなの、似合うのよ。これで良いお嬢様を連れてきてくれればいいのに……」

「格好良すぎるのかも知れませんね」

「お世辞でも母としては嬉しいわ」

「いえいえ、本当に素敵だと思いますよ。私も一度拝見したいくらいです」

「ま、お上手ね。あの子ね……あまりにも彼女をつくらないから男色家だと疑ったこともあるのよ」

「はは、奥様、ご冗談を」海津は心の中を出さないようにしっかり鍵をかけた。「あ！　このジャケット……」

「え、虫でもついてますの？」

「これ……。わあ……橘高様はダンスもなさるのですか……」

「そうね、あのパーティーではダンスもありますけど、なぁぜ？」

「ほら、ここ。肩口の袖付けのところ。普通のジャケットより少し前に袖がついています。ダンスをするときにシルエットがきれいに出るんですよ。すごいですね、これを仕立てた職人さんは、ものすごい腕前ですね」

「まあまあ、貴方、そんなことまでご存知なの！」

「以前にテーラーでアルバイトをしておりまして、そこで教えていただきました。シャツのアイロンがけもそこで習ったんです」

「今どきのお嬢様方にお聞かせしたいわね、偉いわ」

「そんなに誉めていただいてもロールキャベツしかお出しできないのが残念です」

　照れたように海津が言うと、彼女はころころと笑った。
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　新しい週になり、入院していた医師が戦線復帰し、橘高と富永は本来の自分たちの業務に専念出来るようになった。

　大学棟の産婦人科学教室で橘高が後輩医師の論文指導をしていたら、富永から電話があった。富永は不妊外来で診療中だ。

「いま、手空いてる？　悪いけどちょっと意見聞かせて欲しいんだ」

「患者？」

「そう」

「はい、じゃ、すぐ行きます」橘高は後輩に指示を残し、隣接する附属病院へ向かった。

　富永が担当する不妊外来に入ると、それぞれ仕切られた小部屋に子どもを望む夫婦がいた。沈鬱な表情の夫婦もいれば、希望に燃えている者たちもいる。

「すまん、呼び出して」富永がカウンセリングルームで手招きした。中には誰もいない。

「何？」

「いや……先に謝っておく。すまん！　お前にプライベートで失礼なこと聞くけど、気を悪くしないでほしいんだ」

「………」橘高は嫌な予感がした。

　富永はカルテを開いて見せた。

「この夫婦なんだけど……今日で三回目の来院。結婚五年目、身体的にも機能的にも両方に何の異常もない。嫁さんの方が子宮後屈が少しあるかな、って程度。旦那もイキのいい精子してる。なんだけど……」

「…………嫁さんとセックスできないんだな」

　橘高が言うと、富永が頷いた。

「嫁さんと、っていうより、女と。そういうのって、どうなんだ？　お前、一応、女とやったことあるだろ？」

　富永でなければ殴り飛ばしているところだったが、橘高は横目で睨んだだけで済ませた。

「人にもよるんだよ……」そう言って、ため息をついた。

「すまん……お前が不快なのは充分承知の上だ……」

「わかってるよ。旦那側の話は僕が聞こうか？」

「立ち会ってもいいですか？　今後、先生に迷惑をかけないためにも教えてください」

　富永は口調を改め、教えを乞うた。

「いいですよ」







「すると、五年間、セックスはペニスの挿入なしでなさってたんですか？」

「いえ、一応、疑われないために頑張って挿入までは……でも、どうしても最後までできないんです」

　カウンセリングルームには夫と橘高が向かい合って座り、一つあけて隣の椅子に富永がメモを持って座っていた。

　夫は、筋肉質の身体がスーツを着ていてもわかる、見るからに男らしい人物だ。受け答えもしっかりしているが、話の内容が内容だけに、声はどうしても小さくなる。

「ですから……その……妻には他の方法で満足させてやっています。手とか……」

「そうですか。努力されておられるんですね。良いことですよ」

　橘高は彼の努力を認め、言葉にこめた。それが伝わったのか、彼は顔をうつむいていた顔を上げた。

「奥様は、あなたがバイセクシュアルだということをご存知ないんですか」

「ええ、おそらく。隠し通してきましたから」

「それはご苦労されましたね……」

「いえ、妻のことは愛していますから……女性としてではなく、人間として」

「だから隠す方を選ばれたのですか」

「はい。これからもカムアウトはしないつもりです」

「わかりました。五年間も結婚生活を続けてこられてますからね。あなたは子どもを望んでおられるのですか？」

「妻は欲しがっています。妻のために、子どもがいればいいと思っています」

　橘高はカルテを見た。性交回数は月に二、三回、女性側の排卵日に合わせることもしていることが記載されていた。結構プレッシャーだろうな、と思ったが、同情はしなかった。承知の上で結婚したのはこの男だ。それと、どうも何か引っかかって癇に障る。彼は出来るだけ事務的になるように質問を続けた。

「男性とのセックスでは射精まで到達されますか」

「…………はい」

「感染予防はなさってますか」

「……実は……それも心配で……」

　富永がぴくりと反応したが、口は開かなかった。橘高は淡々と続けた。

「男性の相手は不特定？」

　夫は頷いた。

「コンドームなしで、ですか」

「できるだけ着けるようにしています。でも……時には無しで……」

「エイズチェックは」

「怖くて……受けたことがありません」

　この後、堰を切ったように夫は男性関係を語り始めた。人間的に愛していると言ったはずの妻のことは、ただの「便利な女」扱いだった。







「呆れたね！」

「そう？　ああいう人は多いよ。いちいち言ってたらキリがない」

　診療時間が終わって、富永は不機嫌を露わにし、橘高は冷めていた。

「僕に当てはめないで欲しいんだけど……。世の中には、女性の乳房マンマに顔を埋めて満足する人もいれば、男性の股間に同じ事を感じる人もいるんだよ」

「すまん……本当にごめん！　申し訳ない！　でも橘高に来てもらって良かった。ありがとうございます。今日の俺は、研修医並だ」

　拝む仕草をする彼に悪気が無いのを橘高は知っている。だから、不快な気分は内に押し込めた。

「富さんだって聞けただろ、あれくらい」

「いや、考えが及ばなかったと思う。多分、聞き出せなかった」

「いずれ判ったさ」

　コーヒーを飲みながら橘高は表情を消した。
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　橘高は何カ月ぶりかで平日に休暇を取ることができた。普段でも宿直明けは午前中に休むことになっているのだが、それを守っている同僚はほとんどいない。大学病院の医師にとって三十六時間連続の勤務などザラだ。

　休暇と言ってもどこへ行くわけでもなく、橘高は慢性的な睡眠不足を補うべく、ひたすら眠り続けていた。

　昼前になって、少し眠りが浅くなったのか、窓の開く音を聞いたような気がした。

　のろのろと起きあがって部屋のドアを開けた。

「うわっ！」

　橘高が叫ぶと同時に、同様の声がした。

「ああ……びっくりした」

「橘高様……おいででしたか！」

　余程驚いたのだろう、海津は飛び退いた拍子にずれた眼鏡を直した。

「ごめんごめん。急に予定変更して」

「あ、いえ！」

　寝癖で髪の毛が跳ねた橘高は、まだ少し眠そうな顔をしている。海津は今日は『くるみ』に行く前にパソコンショップを覗こうと思い、いつもより一時間早く来たのだった。こんなキュートな橘高と一緒にいられるのなら、パソコンショップなど即刻延期だ。

「どうぞ、ごゆっくりお休み下さい」

「いや……もう起きるよ」

　橘高が伸びをした。長身の彼が手を上げると天井に触れる。海津は思わず目で追った。その手は降りてくると、片方ずつ、海津の肩に置かれた。

「いつも、ありがとうございます」

　跳ねた髪の橘高の頭が下がった。

「橘高様……」

「ここは『くるみ』じゃないですから、様付けで呼んでいただかなくても結構ですよ」

「私はここに仕事で参っておりますから」

「うーん。様じゃなくてもいいんだけどな……。まあ、好きなようにして下さい。シャワー浴びてきます」

「じゃあ、お湯入れて参ります」

「あっ、嬉しいな。面倒だからいつもシャワーで済ませてたよ」

「今日はゆっくりお入り下さい」

　感触の残る肩を意識しながら海津はにっこりしてバスルームに向かった。湯を入れる音に紛れて呟いた。

「あー、びっくりした。まだ、すんげえドキドキしてる……。寝起きの顔にあの頭、めちゃくちゃ若いじゃん……」

「誰が若いの？」

　いきなり背後から言われ、海津はまた飛び上がりそうになった。

「わ！　橘高様！　いえ、何でも！」

「そう？」橘高は気にせず歯ブラシをくわえた。

「ええと……何か召し上がりたいものございますか？　ブランチにお作りしましょう」

　橘高は小刻みなブラッシングをしながら、少し考えた風な顔をして、海津に顔を寄せて、言った。

「き・み」

　海津が目を見開いたまま固まった。

「そ、そんなことおっしゃったら、もう私はここへ来られません……」

「じゃ、スクランブルエッグ」

「………かしこまりました」

　海津はキッチンへ逃げ込み、冷蔵庫を覗いて庫内の野菜に話しかけた。

「うー。俺が好きなこと、知ってるくせに……。ダメだダメだ。やめっ！　ここは職場！　私情は持ち込まないこと！　鉄則！　うしっ！」

　橘高の一言で堕ちてしまいそうな自分に気合いを入れ、冷凍庫からパンを出し、ホットサンドの用意をする。

　橘高はまだしゃかしゃかと歯を磨きながら戻ってきて、着替えを探してクロゼットを開けた。

　中に入ると一番手前には目立つように夜会服が掛かっていた。今年もパーティーが近い。母親はいつも忘れた振りをしてサボろうとする息子にプレッシャーをかけるために、毎年ひと月も前からクロゼットの一番手前に夜会服を移し、嫌でも毎日、目に入るようにしに来る。橘高はそれを見ないふりをした。

　いつも『くるみ』の厨房で笑われるのだが、海津は料理を作るときに無意識のうちに鍋釜に向かって「おいしくなあれ」と節を付けて言っているらしい。今日も例外ではなかった。

「何の歌？」

　橘高がいつの間にか後ろにおり、くすくす笑っていた。石鹸の香りが感じ取れる近さだ。冷えたミネラルウォーターをグラスに注いで渡すと、それを飲みながら橘高は上目遣いになりながらも海津から目を離さない。

「おでこに皺が寄ってらっしゃいますよ」

　海津は見られている気恥ずかしさを八つ当たりに変えてみた。コットンシャツのボタンを真ん中のひとつしか留めていない。ちらりと見える肌はとてもなめらかそうで、ほっそりしているが筋肉がきれいについている。そんな橘高の姿は彼の目には毒だった。

　橘高は額を指でさすり、まだ微かに笑っている。海津はまず熱々のホットサンドとサラダを橘高の前に置き、紅茶を煎れた。

「スクランブルエッグはいますぐに。先にそれをどうぞ」

「ありがとう、いただきます。一緒に食べようよ」

「橘高様、私は使用人でございます」

　慎ましやかな口調で海津が言うと、そうくるか、という顔をして橘高はサンドイッチを手に取った。

　バターを利かせた薄い塩味のスクランブルエッグはふわふわとして絶品だった。

「うわ、これ、ものすごく美味しい！　んーとね、どこだったかな？　パリで食べたのとよく似てるんだ！」

「フランス人に教えてもらいました」

「彼氏？」

「いえ、彼女でした」

「あ、そう。じゃ、君、バイなんだ？」

「そういうときもございました」

「失礼、不躾でしたね。ごめんなさい。今のは僕が礼を欠いていました」

「わ、謝らないでください！」

「いや、ごめん。もう言いません」

　橘高が口にチャックの仕草をしたので、海津が笑った。

「ねえ、お茶だけでも一緒に。一人じゃ淋しいから、そこに座ってください」

「命令ですか？」

「？　お願いしているつもりです」

「命令してください」

「……じゃあ、座りなさい」

「はい」素直に海津は向かいに座り、微笑んだ。「そういうことです」

　橘高は『アッシュ』で海津を連れていたが城じょうだったことを改めて思い出した。あそこでは誰もが知っている、城はサディストだ。だが今は「ああ、そう」と思っただけだった。

　自分の傾向をあまりにも簡単にあまりにも自然に告白してしまったこと、なのに目の前の橘高は顔色一つ変えず優雅に紅茶を飲んでいること、この二つに海津はとまどいを覚えた。

　海津が告白した瞬間、ふたりの間には新たな距離が生まれた。それは遠くもなく近くもない。直接触れ合うものではないが、海津が辞めない限り途切れてしまうこともない。

　片づけを始めたが、じっと黙ったままの橘高の視線を背中に感じて海津の身体の中がざわりと音を立てた。このジレンマは彼にとってたまらなく甘くてつらい刺激だった。

　橘高はしばらくそんな海津の反応を楽しんで見ていた。

　海津は若くて素直で無防備だ。彼は先ほどの発言の意味を自分で気づいていないのだろうか。ここに仕事で来ていることを性的な快楽に結びつけていると告白したというのに。ビジネスとしての主従関係を悦楽のための主従として求めていることを露わにしたというのに。

　彼の感情は橘高に向かって手に取るように伝わってくる。

　普段は女性患者を相手に感情を思いやり、探り、時には彼女とその家族にとって残酷とも言える宣告をしたり、……人の感情を推し量り、操る。それが橘高の仕事の一部だ。どうすれば人が喜ぶか、打ちのめされるか、彼はその術すべを身につけており、かつてはそれを恋愛の駆け引きに使って相手を翻弄したこともあった。

　彼にとって海津に対する心理戦などお手のものだ。城の気持ちがわかるような気がした。海津と恋人関係に陥るつもりはないが、彼の精神的な欲求くらいは満たしてやれるだろう……。

　ぼんやりとそんなことを考えながら海津が夕食用の煮物の味を整えている様子を眺めていたが、仕事の調べ物を思い出し、食後の歯磨きをしながらパソコンを起動した。

「うわあ……またウイルスが流行ってるんだねえ」

　通常でも日に数十通のメールが届くが、今日はやたら重い添付ファイル付きのメールが多い。

　海津は休むことなく今度は床にモップをかけている。彼は邪魔にならぬように、モップをすっと滑らせて埃も音もたてないように気をつけた。

「橘高様のはマックですから感染しにくいですが、海外からのメールには時々マックを狙ったものも出てきましたから、定期的にウイルスチェックなさってくださいね」

「ああ、そうか。システム・エンジニアだったんだ。また教えてもらわなきゃ」

「はい、いつでも」

　橘高は口を漱ぎに洗面室に向かい、海津はその間にパソコン周りのモップをかけてしまった。クロゼットの扉が少しだけ開いたままになっていたので、閉めながら言った。

「先日、奥様がいらっしゃいました」

「奥様って、母ですか？」

「はい。見事な仕立ての夜会服を見せていただきました。もう、パーティーは終わられたんですか？」

「いや……まだ。いつだっけ……土曜日、二十五日っていうと来週かな？　うわあ、もう来週か！」

「お嫌いですか？」

「うーん……あの集まりはね、特殊だから。嫌いと言うより、苦手」

「お見合いパーティー……とか？」

　海津は橘高の母が女性の話をしていたのを気にしていた。

「ああ、そういう趣も大いにあるから苦手なんだ。どうもね……」

「お医者様ばかりなんですか」

「いや、違うよ。母から聞いてない？……まあ、似たようなものかな」

　橘高はあえて母の実家が元華族だとは言わなかった。

「体型は変わってないと思うけど、しばらく着てないから、今のうちに一度、袖を通しておこうかな……。見てくれる？」







　橘高がクロゼットに入っている間に海津は簡単にフロアの掃除を済ませてしまい、料理の仕上げをしていた。

「どうしよう……ここは職場なのに！　ダメだ……。負けそう……」

　自分の性癖を告げてしまっても橘高が自分を拒否しなかったことで、海津はどこか自分の中にあった塊が小さくなった気がした。

「橘高良治きったかよしはる様……」海津は呟いてみた。彼の中で橘高は完全なる「御主人様」と認識された。

「どうかな？」

　キッチンへ来た橘高は想像以上だった。海津は思わず感嘆の声を上げた。

「うわあ……！」

「どこかおかしい？」

「いいえ！　すごくお似合いです！　わあ……格好いい……！　あっ、ごめんなさい」

　謝りながらも、海津は見とれていた。テーラーで働いていた時に多くのフォーマル・スーツをオーダーで受けていたが、こんなに似合って着こなしている人はいなかった。

「誉めすぎだよ、ありがとう」橘高は苦笑した。

　上質な黒のシルク生地は長身をさらにすっきり見せ、姿勢の良さが際だつようにダーツが取ってあるデザインだ。パンツの側章にただでさえ長い脚が強調されている。シャツはウイング、手結びのボウタイとカマーバンドは紺と深緑の柄物だった。通常、フォーマルな場ではブラック・タイのはずだ。それに気づいた海津が首を傾げた。

「あれ……、プライベート・パーティーですか？」

「表向きはフォーマルだけど、ドレスコードなんてどうでもいいんだよ」橘高はちらりとジャケットをめくって、お揃いのサスペンダーを見せた。

「わ、お洒落！　ダンスなさるのに本当に映えるでしょうね……」

「ははは、フロアの華と呼んでくれる？　若い頃に特訓したんだ」

「特訓……ですか」

「たしなみと言われて仕方がなくね。人並みくらいには出来ないと恥をかく。それにね、憧れの人がダンスの名手だったんだ」

　橘高が意味ありげに笑った。ダンスがたしなみで人並みとはどんな世界か海津には考えがつきにくかった。

「これにオペラパンプスを合わせるつもりだけど、今は裸足。ほらね」

　橘高はおどけ笑いで靴下なしの足を突き出して見せた。

　海津は一緒に笑ったが、内心は直ちにひれ伏してこの端正でやかなの足に忠誠の口づけをしたくてたまらなかった。

「ダンスは？」

「いいえ……」

　橘高がパソコンのマウスをちょっと触ったかと思うと、ワルツが流れ始めた。

「では、お手をどうぞ」

　このような姿の橘高主人に微笑まれて、海津が断れるわけがなかった。

「本当に私、踊れません」

　身体を引き寄せられて囁かれた。

「僕の練習に付き合いなさい」

「……はい」

　身長差は五、六センチなのに橘高の頭が小さいためだろうか、顎のあたりに海津の顔が来る。ショールカラーのシルクの拝絹はここまで接近して初めて見える細かい刺繍が施されていた。スタッズ飾り釦はオニキス、きっとカフスも同じだろうと手の先を見ようと海津が顔の角度を変えると、ポケットチーフからほのかな香りが立ち上った。

　ダンスというのは伸ばした方の手をしっかりつなぐものだと海津は思いこんでいたが、橘高のホールドは空気のようで全く重量を感じさせないものだった。

「頭の中で一、二、三って数えないで……僕の動く通りにくっついてきなさい」

　もう、そんなリズムなど海津にはどうでもよかった。このまま抱きついて、身体をねだってしまいたかった。だが、主に自分からそのようなことをしたら二度とここへは来られなくなる。

「橘高様……すみません……」

　海津が離れようとすると、橘高は「まだ一曲終わってないよ？」そう言って、あっさり彼を解放した。

　一瞬抱きしめてくれるのではないかと期待した海津は簡単に突き放され、「着替えてくる」の一言で、ワルツがまだ響くこの場に取り残された。しかし、それこそが彼の快感を誘い、身体の内に淫らにざわめく泡が発生した。

「………ヤバ…勃ちそう……」

　海津は思わず床にへたり込んでしまった。ここで自らを慰めるよう命令して欲しいとさえ思った。

　橘高はクロゼットの中でジャケットを脱ぎながらちょっと反省した。

「やりすぎたか……な？」

　普段は同年齢かそれ以上の手練れの男しか相手にしない彼には、予想以上に素直な海津の反応が新鮮だった。海津を教育するのも悪くない。少なくとも学生を医師に育て上げるよりはいい。学生教育は仕事だが、海津に対しては違う。

　姿見に映る橘高は「主人」の顔を装いはじめた。

　着替え終わると、海津がキッチンに行こうとしていたので、「二十五日まででいいから、シャツの皺だけのばしておいてくれる？」と声をかけた。

「はい」

「じゃ、こっちへ来なさい」

「はい？」

　思ったとおり、海津の目は欲情に潤んでいた。橘高はゆっくりとソファに座った。

「おいで」

　橘高は海津の唇を少し乱暴に奪った。強引に舌をねじ込んで口腔内をまさぐった。海津がうっとりと身を任そうとした時、すっと橘高は唇を離した。海津の淫気をくすぐり沸き立たせるのに絶妙のタイミングだ。

「ああ……橘高様……」

　今まで海津が求めた男達は、ただ粗野な言葉と荒々しいだけの乱雑な交わりを彼に与え、彼もそれで身体を充たしていた。しかし、どうだろう、橘高の洗練された甚振いたぶりようは。海津は橘高の腕の中でかつてない春情にわなないた。

　その状態を知りながら、橘高は海津をしっかりと立たせ、主人の目で微笑んだ。

「今日はもういいから、次の仕事くるみに行きなさい」

　僕しもべはイエスとしか言うことが許されない。息をのむ海津に橘高が続けた。

「五のつく日は『くるみ』は定休日だったよね」

「……はい」

「では、二十五日の土曜日、午後一時に来なさい。支度を手伝って」　

「はい！」




９




「海津ちゃん、彼女できただろっ！　えっ？」

「できてないっすよー！」

『くるみ』のフロアで同僚達と海津がテーブルセッティングの最中だった。

「いいじゃん、言えよ。取らねえって」

「いや、マジで。いないってば」

「だってさぁ、このごろやけに嬉しそうじゃん。何があったのよ、言っちゃえよ」

「ないってば」言ったら同僚はひっくり返るだろう。

　同僚がカトラリーを並べる横に海津が小さな花を置く。同僚が声を潜めた。

「んじゃさ、金、貯まったんだろ。バイトの掛け持ち。橘高様んとこさ、時給いいんじゃねえの？」

　たとえ内輪同士の話でも店にいる限り、客の名前に「様」を付けるのは久留美の方針だ。

「え？　いや、普通だよ」

「ふぅん……どうよ、お貴族サマって。ケチ？」

「全然ケチじゃないけど……。何、そのお貴族サマって」

「なんだよ、海津ちゃん知らないで行ってんの？」

「知らない」

「マジ？　橘高様って元華族だってよ」

「カゾク……？　ってあの？」

「あの」同僚は頷いた。「あそこの病院のナースのお姉ちゃんが言ってたもん。ほら、えーと、堀之内様もそうだって」

「……ひえー。そうなんだ……！」

「海津ちゃん、ホントに知らなかったんだ。大丈夫か？　粗相のないようにしろよー。失礼があったら打ち首獄門だぜ」

　同僚はそう言って、カトラリーセットからナイフを出して見せた。海津は置いたばかりの花挿しからガーベラを一輪取って彼に差し出した。

「お、お許しをー！」

　テラスのガラス磨きをしていたもう一人の同僚が大笑いした。

「ひゃははは！　お前ら、それ、歴史ごちゃ混ぜ！」

　一緒になって笑いながら、海津の内面は「御主人様」の申し分ない出自に密かに打ち震えた。







　二十五日、土曜日。

　海津は朝からでも橘高の元へ飛んでいきたかったが、主人が一時と言った限りは、その時間を守らねばならない。一時きっかりに行くと、橘高はまだ帰っていなかった。

「あれ……、今日も病院かな……？」

　とりあえず、いつもの通りに掃除をしようと窓を開けた途端に橘高が帰ってきた。

「ああ、ありがとう。急に呼び出しがあってね。朝から走ってたんだ」

　海津はもう橘高の顔を見ただけで嬉しくて仕方がなかった。

「ふう、ちょっと一休み」

「お茶をお持ちしましょうか？」

「あ、お願い」

「はい、お待ち下さいませ」

　海津がキッチンに行くと、橘高はメールチェックのためにパソコンに向かった。メールを読むと、海津を呼んだ。

「ね、これ！　どう思う？」

　メールに添付された写真には小さな花瓶が写っていた。海津にはこの部屋の飾り棚にあるのと同じように見える。

「きれいなすみれ色ですね」

「うん。わかる？　ガレ工房の掘り出し物」

「はい……」

「工房のだし、ちょっと時代が新しいから、どうかなあ……うーん」

　橘高が弾んだ様子で呟いている。

「後ろの棚にもあるでしょう。僕の唯一の道楽。この器が好きでね」

「収集なさってるんですね」

「そう。やっぱり買っちゃおう！」そう言って橘高は電話をかけはじめた。

　ちょうど薬缶が音を立てたので、海津はお茶の用意をするために戻った。

「……うん、そう、買って！　え？　あーそうだねえ。まあその辺は任せるから、お願い。ん？　はは、僕も愛してるよ」

　そんな会話が聞こえ、海津は手が震えて危うくカップを落とすところだった。「愛してる……だって」膨らんだ心が針で突かれたような気がした。

　橘高の位置から海津の様子が見えた。何気なく最後の言葉を言った瞬間に彼の顔がすっと曇るのが分かり、しまった、と思ったと同時に嗜虐しぎゃくの気持ちが芽生えた。

「お電話終わられましたか？　お茶はこちらにお持ちしましょうか」

「ふふ、聞いてた？」

「いえ。使用人ですから、はしたない真似は出来ません」

「いい子だ。でも、素直に言いなさい。聞いてましたか」

「……はい。申し訳ございません」

「気にしなくていいよ。大した話じゃない。さっきのが手に入る」

「はい」

「相手が気になるんだ？」

「………はい」橘高様にはお見通しなんだと思うと、海津は消え入りそうだった。

「うち橘高家のパリ特派員。彼は僕の趣味のものを見つけるのが仕事」

「特派員！　す、すごいですね」

「あはは、仕事で向こうに住んでるだけだよ。ただ僕の好みを良く知っているから、ああいったのを見たら連絡をくれるんだ」

「そうでしたか。あ、お茶！　今、持って参ります」

　海津ができるだけの笑顔を作ると、橘高はソファの一つに座るよう示した。

「君の分も入れなさい。一緒にお茶しよう」







「君の指はいいなあ。ちょっとこうやってみて」

　橘高は両手を胸の前で指先が上になるように掌を内に向けた。海津が言われるままに同じポーズをとる。

「そう……それでちょっと中指だけ内側に曲げてみて。少しだけ」

「こうですか？」

「うん、そう」橘高は満足そうに眺めた。「いい感じ」

「あの、この格好は……？」

「あ、これね、産婆の手っていうんだ。出産させるときにこういう形でベイビーを掴むとちょうどいい」

「はい……」

「うーん、今度、学生実習用に写真撮るのに、手のモデルにほしいなあ」

「こんな手でよろしければ。私は橘高様のためでしたら何なりと」

「ありがとう。でもね、これはうちのハウスキーパーの契約じゃないよ」

「橘高様……私がそれだけでやってると………お思いだったんでしょうか……」

　海津がひどく悲しげな顔をした。

「あまり僕を想ってもらうと困る。僕は誰ともステディな間柄になるつもりはないんだ」

「……はい」

「本当に？　このままだと僕は君を慰み者にするだけかも知れないよ？」

「それでも構いません。側にいさせて下さい」

　海津は橘高の前に跪いた。

「ならば、君本来の仕事『くるみ』とうちの仕事バイトは今まで通りにして下さい。そこは別に考えよう。それ以外の時間は、君の思うようにすればいい」

「橘高様……私の……御主人様でいらして下さい」

「解った。今後はそう振る舞おう」

　海津は橘高の手を取り、甲に口づけた。中指の付け根の骨が下唇の窪みに触れ、それだけで彼は幸せを感じた。

「無粋だけど、そろそろ用意しなきゃ。シャワー浴びてくる」

　橘高がバスルームにいる間に、海津は服一式を用意した。







　素肌に直接ドレスシャツを羽織った橘高のスタッズ飾り釦を海津が留めてゆく。胸元からふんわりといい匂いがした。

「あ……バラの香りですね」

「そう。女性用なんだけど、練り香水。動物的なムスクより好みでね。ダンスのパートナーにも好評なんだ」

　橘高はくすりと笑った。

　女性がこの身体に密着してリズムを刻む……海津はまじまじと橘高の顔を見た。

「どうしたの？」

「いえ、何でもございません」 

　海津はカフスにとりかかった。

「橘高様のシャツは腕が長くてらっしゃるからオーダーばかりですね。スポーツをされていたんですか？」

「特には。中学一年の時にバスケ部に入ったら、当たり前だけど親に怒られたよ。一年で辞めさせられた」

「どうしてでしょう」

「親はね、もう最初っから僕を医者にしたかったんだよ。だから」

「……？　あの……申し訳ございません、よく解りません……」

　タイは橘高が自分で結んだ。

「ああ、手や指を怪我したら困るでしょう？」

「えっ！　それでですか！」

「そうだよ」当然といった様子で橘高が言う。「小さい頃はともかく、中学以上は野球もダメだったな。うちの大学ではいまだにバスケットもバレーも部に昇格は出来ないよ。同好会止まり。武道系だと日本拳法も空手も全部寸止めだよ」

「ええっ！　大学なのに」

「医学部だからね。何かあって使い物にならなくなったら仕事にならない」

「うわあ……知りませんでした……」

「全国の医大がそうじゃないと思うけど。まあ別にこんな事、知らなくてもいいことだよ」

　彼は自嘲しながら海津が着せ掛ける上着に腕を通した。

　白手袋を手にして支度の整った橘高の全身を見ただけで海津は身体が熱くなった。

「顔が赤いよ」

「……申し訳ございません。すごくよくお似合いです」

「ありがとう」橘高はほんの少し笑みを浮かべた。「これで遊び相手がつかまるかな」

「………はい。いいお相手がいらっしゃると……いいですね」

　海津の眼鏡が一瞬曇った。

「何時になっても僕が帰るまで待っていなさい」

「はい」海津の顔がほころんだ。

「ああ、食事はちゃんと摂りなさい。そんなことで君を飢えさせるつもりはないから。餓かつえていいのは僕に対してだけだ」

「橘高様……」

　何と嬉しい言葉だろう。海津はこんな言葉が欲しかったのだと改めて気づいた。

「お車ですか？」

「いや、下にタクシーがもう来ているはずだ。少しでもアルコールが入ってたら運転はしないことにしている」

　この真面目な考えの人が自分の主だ。彼がつややかに光るオペラパンプスを履くと、完璧だった。海津は見とれながら玄関のドアを開けた。

「いってらっしゃいませ」

　この美しい御主人様を自分だけのものにしてしまいたいという気持ちと、この世の全員に見せびらかしたいという誇らしい気持ちがせめぎ合った。







　今の今まで橘高がそこにいた。そう思うと海津は急な喪失感に見まわれた。が、橘高ご主人様は「待て」と命令を出して行ったではないか。橘高が脱いだ衣類を洗濯用に集めて、海津はまだ微かに温もりの残るそれに顔を埋めた。

「今日はずっと待ってていいんだ……」

　海津はしばらく放心していた。







　待つ時間も責め道具の一つだと橘高は充分に知っていた。だからというわけではないが、いつもならさっさと抜け出す会場で旧知の仲間や堀之内に会ったせいもあり、祖母のご機嫌も取ってあちこちに笑顔を振りまいた。

　さすがに飽きてきて、宴が続く中、これが今日のラストダンスと決めて踊ったら、相手に放すものかと駄々をこねられて仕方なく彼女を送り届ける羽目になった。彼女専用のリムジンハイヤーで手を握られ、脚をさすられ、辟易した橘高は、運転手に「勘弁してよ」と目配せした。彼は橘高の窮状を察し、お嬢様がこれ以上はしたない真似をしないようスピードを出してくれた。







「おかえりなさいませ！」

　海津がにこやかに迎えた。

　待って、待って、今夜はもう帰ってこないのだろうかと不安になっていた矢先だった。

「ただいま」

　入ってくるなり橘高はくるりと身を翻して海津をドアに押しつけ、キスをして、そのまま無言で部屋に向かった。

　橘高からはバラではなく、きつい香水が漂って、海津は女性を想像した。

「お風呂の用意が出来ております」

「ありがとう。脱がせて」

　海津は橘高が上着を脱ぐのを手伝い、そのまま立っていると、主は手を広げて「全部」と示した。タイをほどき、カマーバンド、サスペンダーを外し、カフスやスタッズを取り去ると、シャツの下の素肌が露わになった。

「全部と言っただろう？」

「はい」

　海津は震える手で主の下着まで脱ぐのを手伝った。だらりと下がる性器に思わず目がいき、身長に伴った長さは海津の想像以上で身体が奥が反応した。

　橘高は全裸になるとそのまま海津の手を引いてバスルームに向かった。シャワーの下で着衣のままの海津を引き入れた。

「洗って」

　海津は石鹸を泡立てて、足の先から包み込むように丁寧にスポンジを使った。背中を流し、腕や胸、腹を流しても下腹部の茂みのものは下がっていた。海津のそこはもうどうしようもなく飢えて、涎を流し始めているというのに。

　橘高はバスタブに入り、ずぶ濡れの海津を眺めた。張りつくシャツの乳首が尖り、スラックスの前も隠しようがなく形を浮き出させていた。

　バスタブの縁に腰掛けた橘高は、脚の間に海津を跪かせた。

　目の前に欲しくて欲しくてどうしようもないものがある。海津はむしゃぶりついた。

　彼は眼鏡すら外さず、無心に橘高を頬張っている。橘高は海津を立たせ濡れたシャツを剥ぎ取って、尖った乳首をきゅっと摘んだ。

「…は……っ！」

「あとは自分で脱ぎなさい」

　そう言われ、海津は急いで全ての衣服を脱ぎ去った。腹につきそうなくらい反り返った自身が恥ずかしかった。後ろはもう溶けそうに熱い。

　海津はその姿で再び橘高のものを頬張った。口の中で次第に大きさが変化する。自分が触ることで少しでも感じてくれていると思うと、海津はそれだけで我が身から先走る液を溢れさせた。

「ああ…橘高様……」

　一旦口を放し、海津は大きく喘いだ。もう限界だった。

「自分でしなさい」

　主あるじが許すと、僕しもべはシャワーの下に座り込んで、動物のように我が身を激しく扱いた。

「橘高様！　橘高様……！　あっ……ああっ……」

　主の名を叫びながら、シャワーから落ちてくる水に逆らう白濁を飛ばした。

　頬を紅潮させ、肩で一息ついて主を見ると、太く長い橘高自身がいた。出した瞬間なのに、海津はそこに跨りたかった。おずおずと近づくと、主は海津の後ろに手を回した。

「もう、こんなになってるんだ」

「……はい」

「欲しい？」

　くすくす笑いながら、橘高は湯に入った。

「来なさい」

　マンションなのに、バスタブは男性ふたりが入ってもまだ余裕がある大きさだ。

　橘高は海津を後ろから抱きかかえる格好で彼を弄んだ。蕾に指を這わせ、ゆるゆると出し入れする。もう充分に柔らかくなっていたそこは、さらにほどけて間口を広げた。時折、指をぎゅっと締め付ける。その度にシャワーを止めたバスルームに甘やかな喘ぎが反響する。

　ちろりと耳に舌を這わすと、海津の身がさざめく。橘高はそんな海津の若く青い反応を楽しんでいた。

　海津は背中に橘高のそこが当たるのを感じ、それが中に入ってくるのを待ち望んだ。さっき萎んだ自身がまたむくりと頭をもたげ始めた。

　橘高は求められているのを知りながら、海津を触るのを止めた。

　「なぜ？」と問いたいが海津は僕しもべの身だ。思い知るそのことすら、快感に変わる。

　潤みきった目の海津を抱え、橘高は湯から上がった。海津に身体を拭かせ、濡れたままの彼をバスタオルにくるみ、ベッドに潜り込んだ。

「まだ欲しい？」

「……はい…橘高様のを…下さい」

　橘高は海津に口づけた。舌を吸い、軽く噛んだ。麻酔薬入りのゼリーを海津に塗る。

「そのまま…橘高様のを…そのまま下さい…」

「だめ。君を壊すわけにはいかないから。待ちなさい」

　橘高は少し苦笑した。海津をいくら解して緩めても、初めて彼を受け入れる者には相当きついはずだ。彼は自分の大きさを知っている。ゼリーを海津の入口と内側の襞に充分に塗っていく。

　表面麻酔薬のせいで、じわじわと熱を持ち、腫れたような感覚が海津を襲う。

「橘高様……」

　コンドームを取り出して被せようとしていた橘高のそこを海津はまたしゃぶり始めた。早く貫かれたくてたまらないのに、上の口は彼の太さを楽しみ続ける。

「ほら、もうどきなさい」橘高は自分で被せた。

　海津を俯せにさせ、腹の下に手を入れて下半身をひょいと持ち上げた。入口をなぞる彼に海津が焦れた。

「ああ…っ…橘高様……下さい…」

　少しずつ、少しずつ、ずぶりずぶりと主が入ってくる。

「……っ…」

「我慢しなさい」

「は…い」

　主あるじは僕しもべを気づかって、出し入れを繰り返して奥へと進む。

「…は…っ…あああっ……」

　長く太いものが全て身体に納まった瞬間、思った以上の痛みと快感に海津は叫んだ。

　ずるり、と一気に主はそれを引き出した。

「ああああ…っ…っ！」

「痛かったでしょう…もう一度我慢しなさい」

　橘高はゼリーをコンドームに塗りつけ、もう一度、今度は一息で差し込んだ。

「き、橘高さ…ま…」

「大丈夫、すぐによくなる」

　海津の腸壁にゼリーを塗りつけるかのように橘高は腰を動かした。

「……すご…い…っ…！　…いい…」

　枕に顔を押しつけて海津が呻いた。こんな感覚は初めてで、どうにかなりそうだった。橘高が動くたびに自分のものがシーツに擦れる。麻酔薬のおかげで痛みはほとんどなくなったが、性器周辺がどこをとっても熱く感じる。

「こ、こん…な…に……私の…中に」

「ああ、喋らないで。その度に君が締め付ける」

「ごめ…んなさい……っ」

「そんな子にはお仕置きが要るな」

　橘高は海津の前に手を回し、直接猛りを握った。

「ああああっっ！」

　初めて主に触れられて、そこはぐんと撥ねた。後ろからと前から同時に動かされ、海津の頭は真っ白になった。

「まだ僕は達ってないんだけどな…」

　ぐったりと失神した海津から自身を引きずり出し、橘高は海津の放ったものを受けた手を洗って、ついでにシャワーを浴び直した。

　ベッドに戻っても海津は寝入ってしまっており、その満足げな顔に彼は目を細めた。そして、医師の顔になり海津の肛門を視診した。幸いにも大きな裂傷はないが、しばらくは辛かろうと粘膜用の軟膏を塗りこんでやった。

　橘高は慣れていた。彼と初めて肌を合わせた男のほとんどが、こんな状態だったのだ。そうして彼らは橘高の虜となる。







　海津が目を覚ますと、橘高はスーツを着て出かけるところだった。

「あ！　申し訳ございません！　おはようございます！」

「起きられないだろう。無理しないように」

　確かにその通りだった。下半身に力を入れようとすると激痛が走った。

　その様子に橘高は気の毒そうな顔をした。

「ちょっと病院に顔出ししてくる。富永先生がオフでね。彼の患者もチェックするから……一時間か二時間で戻るよ。ああ、服はそこにあるから」

　ベッドサイドに新しい服が一式、下着や靴下まで揃って海津のバッグと一緒に置いてあった。

「あの……これは…」

「ああ、散歩がてらにそこの二十四時間のジーンズショップで。普段覗かない店だから楽しかったよ」

「橘高様……ありがとうございます」

　海津は無理に起きあがろうとした。

「ダメだって。安静にしてなさい。でも、空腹なら自分で作りなさい」

　小さく笑って橘高は出ていった。

　最初に男を受け入れたときですら、こんな状態にはならなかった。海津はだるさと痛みの中に欲望の火がちりちりと燻っているのを感じ、同時にこの火は消えないものだと悟った。愛情と春情が海津を満たした。

　携帯電話が鳴っていた。バッグから取り出すと、昔のＳＥ仲間からだった。

「やっと出た！　どこ行ってたんだよ。お前、メールも見てないだろ」

「ごめん……ちょっと」

「あれ、声おかしいな。風邪か？　気をつけろよ」

「うん、ありがと。で、どうした？」

「お、そうだ。新しいプロジェクトがあってさ。参加してほしいんだ」

「んー。……今はそんな気分じゃない……」

「バーカ。何言ってんだよ。詳しいことはメールに書いたからさ、見ろよ。これ蹴ったら男じゃないぜ。絶対参加しろよ！」

　今の海津にはそんなことはどうでも良かった。橘高の側にいたい、それだけだ。

　起きあがるための激痛も、橘高の跡しるしだと思うと悦びだった。主人が帰ってくるまでに食事くらいは作って迎えたかった。なんとか服を着て、家の広さを少し恨めしく思いながらキッチンまで這うようにして行った。

　冷凍しておいたホウレンソウでキッシュを作り、オーブンに入れたところで海津は力つきた。

「うう……情けねーっ。えっちで腰が立たないなんて……。橘高様のアレ、すげえんだもんな……あ、もう駄目……うわ……また欲しくなってきたじゃん…。俺、こんななのに。なんだよもう」

　オーブンの前で胎児のような格好で転がって、波が去るのを待った。でないと、このままここで自慰してしまいそうだった。

　ピピピ、とオーブンのタイマーが鳴ったので、気がついた。うとうとしていたのだろう、目を開けると橘高が上から見下ろしていた。

「き、橘高様！　うわ…！」

　橘高はオーブンのスイッチを探している。

「そのオレンジのボタンを押してください……」海津が起きようとした。

「あ、これね。いいよ、そのまま寝てなさい。動くのも辛いだろう？」

「いえ、あの……キッシュが出来ております。出さないと余熱で焦げてしまいますので……」

「ああ、もう、そんなこと！　それくらいは僕でも出来る」

　横にあったミトンをはめて、橘高は絶対自分で開けたことがないだろうオーブンの蓋に手をかけた。

「あ、いい匂い。君、食べる？」

「それは橘高様のためにお作りしました」

「どうもありがとう。でも君もお腹が空いているだろう？　寝たまま食べる？」

「いえ！　あ、起きます……っ！」

　橘高は黙って海津を起こし、ソファに寝かせた。

「安静にしていなさいと言ったはずだ」

「申し訳ございません」

「大丈夫？」

「……はい…」

「何もしないから、ちょっと見せてごらん」

「えっ！」

「軟膏は塗っておいたから大丈夫だと思うけど。トイレは行った？」

「………」

「恥ずかしがっていても仕方ないだろう」

　橘高は言うが早いか、海津のジーンズを下着ごと下げた。

「ほら、ちょっとお尻突き出して。そう。こら、言うとおりにしなさい」

　ぺち、と軽く片方の丘を叩いた。

　海津の身体がそれでまた燃え上がり始めた。彼は橘高に気づかれないようにクッションに顔を埋めた。

　橘高は薬箱を持ってきてガーゼと消毒薬で海津のそこを拭いた。

「しみるけどね……もうちょっとだから」

「あっ……っ…」

　思わず声が漏れた海津はどうしようもない恥ずかしさで顔を上げられなかった。

　橘高は構わず、軟膏を掌で温めて優しく塗り込んだ。

「……ん…っ…っ」

　その指をもっと中へ入れて欲しい、海津はねだるように腰を振った。

「ダメ。しばらくはお預け。無理だって」

　橘高は笑って海津の高ぶりをするりと撫でた。

「ああっ…！」

　海津は自分で触り始めた。

「こら、もう…。触っちゃダメだって。触るな」

「…は……あ…」

　橘高はネクタイを外すと、海津を後ろ手につないだ。

「僕が着替える間だけ、そうしてなさい」

　この格好は海津をますます興奮させた。動くと苦しいのに、動いてしまう。

「暴れない。言うことを聞かない子には何もあげないよ」

　コットンパンツにシャツを引っかけただけの橘高が戻ってきて、海津に覆い被さった。ねっとりと舌を絡ませ彼の口腔内で遊ぶ。海津はもう嬉しさで涙が溢れた。

　ネクタイを解かれ、自由になると海津は橘高のそこに手を伸ばした。

「ダメだと言っただろう」

　パシンと強めにはたかれ、海津は懇願した。

「橘高様…！　ください…私に…！」

　橘高は黙って身を離し、ソファの端に座った。

　海津は我慢できずに大きく脚を広げ、自身を擦り始めた。

「見て…ください…私を……！」

　自分の吐いた言葉にすら、海津は反応した。橘高御主人様に見られて、恥辱の中で我が身を猛らせ卑猥で陋劣なスタイルで手淫するなど……！

　いま、まさにもう射精する、というところで、橘高に腕をつかまれた。

「あ…っ……！」

　その手を橘高のものに導かれ、海津はジッパーを下ろすのももどかしく、布の上から口を付けた。橘高が出すと、それを直に手に取り、指と舌で愛した。

　片手で自身を、もう片方で橘高のを擦りながら海津は喘いだ。

「きっ…橘高様……私の……上に…出してください…私に…かけて……ください…」

　橘高はそうやって他人を汚したことがなかったが、痴態に興じて海津に向かって放った。白濁にまみれて横たわる男を見下ろし、言いようのない征服感を覚えた。




10




　何事もなかったかのように、「日常」が戻ってきた。

　橘高は病院と大学の仕事で多忙な時間を過ごしており、海津は『くるみ』で仲間達と機嫌良くギャルソンを続けていた。週に二回、橘高のハウスキーパーとしてマンションに通うのはそのままだ。

　今日も海津は、『くるみ』の厨房で同僚と他愛のない話で盛り上がり、料理の仕込みをし、くるくると給仕にいそしんだ。

　「翌日」でも立っているのが辛くなくなった。

　橘高の身体に慣れてきて、「非日常」が「日常」になってきたのだった。

　そんなある日、帰宅してメールチェックすると、またＳＥ仲間から誘いのメールが入っていた。

　彼の言う通り、確かに大型のプロジェクトで、そのために子会社として一つ独立した機関を作るというものだった。この不況下にＩＴ関連は勢いが良かった。若い技術者中心の小さな会社だが、チームがいくつか組まれ、海津はそれの部署の統括指揮者として役員待遇を提示されていた。

　やりがいのある仕事に思えた。報酬も充分だ。しかしその分、時間はなくなる。海津にとって橘高に仕える時間は何よりも惜しかった。

　他人が知れば爛れた関係に見えるだろう。ただ海津は橘高に蹂躙され続けることを望んでいた。

　主人橘高に言うつもりのなかったこのことを、何故言ってしまったのだろう。

　普段の橘高は、至極まともな考えの持ち主だ。

「どうして迷う必要があるの？　君は元来エンジニアだろう？　畑違いの業界を知ることは大切だけど、仕事があるのにアルバイトで生活することはないだろう」

「橘高様、この仕事を引き受けてしまったら、私はここに来られなくなります」

「それは仕方ないだろう。また、別の人間を探せばいい」

　橘高は当たり前のように言う。海津の心をちくりと刺すその棘は、ベッドの中では快楽につながるが、今日は悲しいものに思えた。

「……橘高様…」

「なぜそんな顔をするの？　はじめに僕は誰とも付き合わないと言ったはずだ」

「……嫌です」

「僕しもべは逆らわないものじゃなかった？」

「嫌です。私はずっと橘高様にお仕えして行きたいんです」

「その話は別として考えなさいとも言ったはずだ。仕事は別。切り離しなさい。君の本来の仕事ができるんだよ？　この先、将来を考えなさい」

「………」

「現実を見なさい」

「橘高様……」

「では、主人として命令しよう。アルバイトでなく、君の能力を認め、求められているところで仕事をしなさい。そうすれば、僕は君の主人として君を求めることにしよう」

「えっ！」

「はい、と言いなさい」

「はい……」

「全く休みがないわけではないだろう？　休みをここで過ごすことを許そう。それも、嫌？」

　橘高は柔らかに笑みを浮かべて優しい目を向けた。

「橘高様……ありがとうございます！」

　海津は跪いて橘高の手に忠誠の口づけをした。

「じゃあ、これをあげよう」

　小さな花瓶が海津の掌に置かれた。

「あ、これ……」

「そう、いつかメールで見ただろう？　やっと届いたんだ」

　濃い茄子紺から薄いすみれ色までのグラデーションの中に花とトンボの柄が浮き上がっている。実物はメールの添付写真と同じものとは思えない妖艶な美しさだった。

「こんな良いものを頂戴するわけには参りません」

「いいんだよ。君の新しい道標に持っていなさい」

「みちしるべ……ですか？」

「そう。関西ではね、人が入れるくらいの大きな壺を玄関に置くそうだ。言葉遊びの引っかけなんだけど「思うつぼ」ってね。入口を入ってくる人が意のままになるようにという、社長や店主の縁起担ぎだろうね」

「はあ……」

「だからね、君の仕事がうまくいくようにって……まあ、おまじないだね。聞いていると、君のこれからの仕事は「出来て当たり前」が前提のようだ。どんなに無理をしてもやらなければ、そして成功しなければならない。相手はこちらが悩み苦しんで努力の限りを尽くした途中経過なんてどうでもいいんだ。結果だけがものを言う。そして、おそらく一つが終われば、次が待ったなしでやってくる……そんな世界だろう？」橘高は言い聞かせるように言葉を継いだ。「ね、ほら、これはトンボがついているだろう？　風の吹くままそれでも目的地にしっかり飛んでいく。方向を決めるにちょうど良いだろう。迷ったりしたときに全く違うものを見ると気分転換になって発想も変わってくることがある。そういうときの、道標。ふふ、我ながら馬鹿げたことを言ってると思うけどね」

　橘高は笑いながら説明した。海津は彼の思いやりが心に沁みてゆくのを感じた。

　今まで軽く疑問がよぎりながらも、自らそんなことがあるはずがないと否定し、しかし想望し、焦がれていたことが、海津はいま、目の前の主の表情にあるような気がした。

「橘高様……あの……もしかして……」

「なに？」

「もしかして、私は……あの……橘高様に愛されているのでしょうか……？」

「あれ？　知らなかった？」
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　数年の間、海津は会社で身を粉にして働いた。

　プロジェクトは形になり、五年目にして大成功を収めた。海津は成功報酬として一生食うに困らない財を手にした。

　彼はスタッフを自分の今までの異業種経験も加味して教育したため、スタッフ達はコンピュータに向かうだけでなく人間的な取引が出来るようになっており、内外の評価も他の追随を許さない優秀な集団に育っていた。

　海津のピアスホールは今やもう完全に塞がっており、誰もそのことには気づかない。会社で一頭地を抜いた指導者が、デスク置いた小さな花瓶を支えに生き、主橘高の足元に伏し楔を穿たれることを最上の悦びとすることなど、誰が知るだろう。

　三十半ばの若すぎる年齢で、海津は引退を表明した。

　国内外からヘッドハンティングの打診も多く、会社は躍起になって引き留め、各方面から惜しまれたが、彼の決意は固かった。スタッフ達は知らずのうちに、海津の跡をしっかり継げるようになっていたことに気がつき、誰もが彼が計画的に動いていたことに驚いた。

　その間、橘高の周囲にも少しばかりの変化があった。

　橘高は籍は大学に残していたが、関連病院の婦人科医長に就任した。学生指導などが無くなったため、忙しさは相変わらずだが臨床に集中できるため性に合っていた。

　唯一、橘高と海津の関係に気づいていた風の同僚の富永医師は、一回りも下の女性と結婚し、隣県の大学に助教授として移って行ってしまった。橘高の両親は、彼の結婚は諦めていたものの、一条の祖母だけが矍鑠かくしゃくと社交的で口出しだけは相変わらずだった。







「橘高様、本日からまたお世話になります」

　海津は丁寧に礼をした。

　彼は実家の近くに両親のために土地を買い、小さなマンションを建てて彼らが老後に不自由をしないように手配した。そして、心の中で静かに別れを告げてきた。

　海津自身は橘高の住むマンション内の一戸を買った。あくまで、そこで住み、橘高の家には通うというスタイルを取った。

「こちらこそ、よろしく」

　橘高は海津を引き寄せ、契約の口づけを交わした。

　それは長く長く、ふたりが初めて『アッシュ』で交わしたものだった。覚えているかと橘高の投げかけた印を海津は感じ取り、主への思いを深めた。

　そうして橘高は男盛りに成長した海津の躰を開いた。

　海津は一生を橘高の僕しもべとして過ごすことを選び、主はそれを受け入れた。
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